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l
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
地
主
階
級
の
穀
物
法
批
判

1

1

リ
カ

i
ド
ウ
が
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
(
初
版
一
八
一
七
年
)

に
お
い
て
分
析
し
た
、
資
本
誓
積
の
進
展
に
と
も
な
う
賃
金
・
利
潤
・
地

代
の
分
配
の
「
自
然
的
コ

i
ス

(HZ
口
忠
良
包

g己
認
と
に
よ
る
と
、

地
主
と
資
本
家
と
は
穀
物
価
格
を
め
ぐ
っ
て
利
害
が
対
立
す
る
。
す
な
わ

ち
、
資
本
U

労
働
維
持
フ
ァ
ン
ド
の
蓄
積
に
よ
っ
て
人
口
が
増
加
す
る
と

穀
物
需
要
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
穀
物
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
劣
等
地

耕
作
が
進
行
す
る
。
そ
う
し
て
劣
等
地
耕
作
の
進
行
は
穀
物
生
産
に
必
要

な
労
働
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
穀
物
の
自
然
価
格
を
上
昇
さ
せ

る
と
と
も
に
、
最
劣
等
地
で
の
生
産
効
率
と
他
の
土
地
で
の
そ
れ
と
の
差

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
額
地
代
を
二
重
に

(
U穀
物
地
代
の
増
加

と
穀
物
価
格
の
増
加
)
上
昇
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
穀
物
の
自
然
価
格
の

ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

2民

昔日

正

治

上
昇
は
自
然
賃
金
を
上
昇
さ
せ
、
こ
の
た
め
に
利
潤
が
低
下
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
リ
カ

I
ド
ウ
に
お
い
て
は
、
劣
等
地
耕
作
の
進
行
を
抑
え
、

穀
物
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
要
因
が
利
湖
の
下
落
を
抑
え
、
ま
た
地
代
の

上
昇
を
抑
え
る
こ
と
に
な
る
。
ワ
カ

l
ド
ウ
は
そ
う
し
た
要
因
と
し
て
毅

(

1

)

 

物
輸
入
と
農
業
上
の
改
良
と
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
利
潤
低
下
を
防
ぐ
要

因
と
し
て
の
穀
物
輸
入
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て
、
小
麦
一
ク
ォ

i
タ

!

八
0
シ
リ
ン
グ
以
下
の
時
に
は
輸
入
禁
止
・
そ
れ
以
上
の
時
に
は
無
関
税

輸
入
許
可
と
い
う
輸
入
規
制
を
も
っ
、
一
八
一
五
年
穀
物
法
を
リ
カ
!
ド

ウ
が
批
判
し
た
こ
と
は
す
で
に
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
法

は
高
穀
価
・
高
地
代
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法
廃
止
は
地
代
低
下

を
も
た
ら
す
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

農
業
よ
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
リ
力

l
ド
ウ
は
そ
れ
を
村
土
地
の
生
産

七



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

力
を
高
め
る
よ
う
な
改
良
、
同
一
定
量
の
穀
物
生
産
に
必
要
な
資
本
量
を

(
2
)
 

減
ら
す
よ
う
な
改
良
に
分
け
て
い
る
。

H
の
改
良
は
各
等
級
の
土
地
か
ら

の
生
産
量
を
増
加
さ
せ
、
結
局
、
最
劣
等
地
の
耕
作
を
不
要
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
穀
価
を
引
下
げ
る
と
と
も
に
穀
物
地
代
も
減
少
さ
せ
、
こ
う
し

て
二
重
に
地
代
を
低
下
さ
せ
る
。
口
の
改
良
は
、
穀
物
地
代
を
減
ら
さ
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
穀
価
を
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
代
を
低
下
さ
せ

る
。
こ
う
し
て
、
農
業
上
の
改
良
は

H
口
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
却
時
的

(
3
)
 

に
は
地
代
を
低
下
さ
せ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
一
八
四
六
年
に
穀
物
法
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
廃
止
以
前
か
ら
農

(

4

)

 

業
上
の
改
良
は
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
、
地
代
は
む
し

ろ
増
大
し
た
。
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
「
穀
物
法
の
廃
止
は
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
に
異
常
な
衝
撃

を
与
え
た
。
非
常
に
大
規
模
な
排
水
、
十
治
会
口
内
飼
育
や
人
工
飼
料
植
物
栽

培
の
新
方
法
、
機
械
的
な
施
肥
装
置
の
採
用
、
粘
土
地
の
新
処
理
法
、
鉱

物
性
肥
料
使
用
の
増
加
、
蒸
気
機
関
や
各
種
の
新
作
業
機
な
ど
の
使
用
、

い
っ
そ
う
集
約
的
な
耕
作
一
般
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
こ
の
時
代
を
特
徴
づ

け
て
い
る
。
・
:
〔
一
方
で
は
相
対
的
な
経
営
費
が
減
少
さ
れ
〕
:
・
:
他

方
で
は
実
質
的
な
土
地
収
益
が
急
速
に
高
め
ら
れ
た
。
一
エ
ー
カ
ー
当
た

り
投
資
額
の
増
加
、
し
た
が
っ
て
ま
た
借
地
の
集
中
の
促
進
が
、
新
た
な

方
法
の
根
本
条
件
だ
っ
た
。
同
時
に
、
耕
作
面
積
は
一
八
四
六
年
か
ら
一

八
五
六
年
ま
で
に
四
六
回
、
一
一
九
エ
ー
カ
ー
拡
張
さ
れ
た
O
i
-
-
同
時

に
農
業
従
事
者
の
総
数
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
人
々
が
知

っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
O
i
-
-

〔
こ
の
傾
向
は
最
近
で
は
特
に
顕
著
で

一
七
四

あ
る
o
u
-
-
-
す
な
わ
ち
、
こ
の
最
近
の
時
期
に
は
、
農
村
労
働
者
人
口
の

積
極
的
減
少
が
、
耕
地
面
積
の
拡
張
、
い
っ
そ
う
集
約
的
な
耕
作
、
土
地

に
合
体
さ
れ
た
資
本
と
土
地
耕
作
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
と
の
未
曽
有
の
蓄

積
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
史
上
に
比
類
の
な
い
土
地
生
産
物
の
増
加
、
土
地
所

有
者
の
地
代
収
入
の
増
大
、
資
本
家
的
借
地
農
業
者
の
富
の
膨
張
と
、
手

(
5
)
 

を
携
え
て
進
ん
だ
の
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
の
は
、

ハ
イ
・
フ
ァ

I
ミ
ン
グ
の
進
行
で
あ
り
、
ま
た
注
目
す
べ
き
は
そ
の
下
で

の
地
代
総
額
の
増
大
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
(
注

ωの
個
所
)
ふ
れ
た

よ
う
に
、
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ
の
普
及
は
穀
物
法
廃
止
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
り
、
地
代
の
上
昇
傾
向
は
一
八
三
五
年
頃
か
ら
は
っ
き
り

(

6

)

 

と
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
穀
物
法
廃
止
と
農
業
上
の
改
良
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に

地
代
総
額
は
上
昇
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
穀
物
法
廃
止
が
決
し
て
穀

(
7〉

(
8
)

物
価
格
の
大
下
落
を
生
ぜ
ず
、
ま
た
穀
作
面
積
の
減
少
を
生
ぜ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
単
位
面
積
当
た
り
の
資
本
投
下
が
大
き
く
増
大
し

(
9
)
 

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
数
字
例
で
示
す
た
め
に
、
『
資
本
論
』
第

三
巻
第
六
篇
「
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
化
」
か
ら
二
つ
の
表
を
引
用
し

た
い
。
表
B
は
表
A
の
豊
度
が
異
な
る
土
地
A
B
C
D
に
お
い
て
、
資
本

投
下
が
二
倍
(
叫
↓

5
)
に
な
り
、
か
つ
二
度
目
の
資
本
投
下
の
生
産
性

が
上
昇
し

(
A
に
つ
い
て
は

1
↓
山
、

B
に
つ
い
て
は

2
↓
料
、

C
に
つ

い
て
は

3
↓
折
、

D
に
つ
い
て
は
4
↓
4
V
そ
し
て
、
土
地

A
が
最
劣

等
地
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
に
小
麦
の
販
売
価
格
が
低
下

(
3
↓

も

し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
(
な
お
、
利
潤
率
は
表
A
B
と
も
に
却
%
と



A 

;;r. 資宗 利( 生(生(タ

価販売格? J/ 二ー
収( 地代F、、 地

ポ ポ
産!7J

ポ
土地種類

カ
ン ン 産ン オ、ノ ン ク I ン 代(

本〉ド 潤)ド 費ε 益よ オ) 率)96 物 l l 、ドノ
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1r 計 l 60
1 叫

表
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リ
ス

前
提
し
で
あ
る
)
。
こ
の
場
合
、
地
代
総
額
は
二
倍
(
四
ポ
ン
ド
↓
部
ポ

ン
ド
)
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
投
下
資
本
が
二
倍
に

な
り
・
ま
た
優
良
地
で
の
追
加
投
資
の
生
産
性
上
昇
が
最
劣
等
地
で
の
そ

れ
よ
り
も
大
き
い
た
め
に
穀
物
価
格
の
低
下
を
穀
物
地
代
の
増
加
で
埋
め

合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
B
は
農
業
上
の
改
良
が
お
こ

な
わ
れ
穀
物
価
格
が
低
下
し
て
も
資
本
投
下
が
増
大
す
れ
ば
、
地
代
総
額

も
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
地
代
額
も
増
大
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
表
B
で
、
地
代
率
の
停
滞
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
代
総
額
と
一

エ
ー
カ
ー
当
た
り
地
代
額
と
が
増
大
し
た
最
大
の
理
由
は
、
単
に
、
投
下

資
本
が
二
倍
に
な
り
穀
物
生
産
量
が
増
大
し
た
こ
と
、
ま
た
最
劣
等
地
の

耕
作
が
放
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
要
す
る
に
、
土
地
に
投
ぜ
ら

れ
る
資
本
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
:
:
:
そ
れ
だ
け
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り

の
地
代
も
地
代
の
総
額
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
」
る
、
し
か
し
な
が
ら

「
そ
れ
は
、
ひ
と
た
び
耕
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
種
類
が
す
べ
て

競
争
能
力
を
保
っ
て
い
る
あ
い
だ
の
こ
と
で
あ
る
が
」
。
そ
し
て
、
競
争

能
力
の
保
持
が
完
全
に
不
可
能
に
な
っ
た
の
は
一
九
世
紀
末
の
農
業
大
不

況
期
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
土
地
へ
の
資
本
投
下
増
大
↓
地
代
増
大
と
い

う
「
こ
の
法
則
は
、
大
土
地
所
有
者
階
級
の
生
命
の
驚
く
べ
き
ね
ば
り
強

さ
を
説
明
す
る
」
と
同
時
に
、
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
土
地
所
有
者
の
生

命
の
ね
ば
り
強
さ
が
だ
ん
だ
ん
尽
き
て
行
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
も
説

(m〉

明
す
る
」
の
で
あ
る
。

さ
て
、
再
び
リ
カ

i
ド
ウ
に
一
戻
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
リ
カ
l
ド
ウ
の

一
七
五



ジ
ョ
ン
・
ル
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「
世
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イ
ギ
リ
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差
額
地
代
論
に
お
い
て
、
外
延
的
耕
作
拡
張
と
内
包
的
耕
作
拡
張
と
の
両

方
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
農
業
上
の
改
良
が
生

ず
る
場
合
(
つ
ま
り
穀
価
下
落
の
場
合
)
に
お
い
て
も
、
表
B
の
よ
う
な

例
を
、
す
な
わ
ち
資
本
投
下
増
大
↓
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
地
代
の
増
大
・

地
代
総
額
増
大
を
考
、
え
る
た
め
の
理
論
的
条
件
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
し
た
例
を
リ
カ

i
ド
ウ
が
強
調
し
な
か
っ
た

の
は
、
農
業
上
の
改
良
が
お
こ
な
わ
れ
れ
ば
(
ま
た
穀
物
法
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
〉
最
劣
等
地
の
耕
作
は
放
棄
さ
れ
る
と
想
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
リ

カ
l
ド
ウ
は
『
原
理
』
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
農
業
上
の

改
良
お
よ
び
優
れ
た
肥
沃
度
は
共
に
、
将
来
の
あ
る
時
期
に
よ
り
高
い
地

代
を
生
む
能
力
を
土
地
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
食
物
の
価

格
は
同
じ
で
あ
っ
て
多
大
の
追
加
量
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
、

し
か
し
、
人
口
の
増
加
が
同
じ
割
合
に
な
る
ま
で
は
食
物
の
追
加
量
は
要

求
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
地
代
は
上
昇
せ
ず
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
当
時
の
事
情
の
下
で
消
費
さ
れ
う
る
量
は
よ
り
少
数
の
入
手
を
も
っ
て

か
、
あ
る
い
は
よ
り
少
量
の
土
地
を
も
っ
て
供
給
さ
れ
う
る
の
だ
か
ら
、

原
生
産
物
の
価
格
は
下
落
し
、
資
本
は
土
地
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

(
日
)
う
」
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
リ
カ

I
ド
ウ
は
農
業
上
の
改
良
が
「
将
来
の

あ
る
時
期
」
に
地
代
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
現

時
点
で
は
穀
物
需
要
は
み
た
さ
れ
て
い
る
た
め
に
最
劣
等
地
の
耕
作
が
放

ハロ〉

楽
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
す
る
と
、
「
将
来
の
あ
る
時
期
」
を
極
め
て
先
の
こ
と
と
考
え
る
か

ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
問
題
を
規
定
す
る
も
の
は
、
穀
物

一
七
六

生
産
の
増
大
に
需
要
の
増
大
が
対
応
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
、
つ
ま
り
対

応
す
れ
ば
最
劣
等
地
耕
作
の
放
棄
を
前
提
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
リ
カ

ー
ド
ウ
は
と
も
か
く
も
一
度
は
最
劣
等
地
耕
作
は
放
棄
さ
れ
る
と
考
え
た

が
、
マ
ル
ク
ス
は
「
総
生
産
物
の
増
大
に
総
需
要
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
行

く
」
と
い
う
仮
定
を
「
ま
っ
た
く
合
理
的
」
と
考
え
た
(
そ
の
場
合
の
数

字
例
は
叩
↓
お
ク
オ
ー
ダ
ー
へ
の
総
生
産
量
の
増
大
で
あ
る
)
。
そ
の
理

由
は
、
資
本
投
下
の
増
大
が
一
挙
に
お
こ
な
わ
れ
る
必
裂
が
な
い
こ
と
、

穀
価
下
落
に
よ
ろ
穀
物
需
要
の
増
大
、
穀
物
の
一
部
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
し

て
の
消
費
、
安
価
な
小
麦
が
代
替
財
の
使
用
を
抑
え
小
麦
需
要
を
増
す
こ

(

日

)

と
等
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
穀
作
地
面
積
の
ピ

i
ク
が
一
八
豆

0
年
代
で
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
単
位
面
積
当
た
り
の
小
麦
生
産
量
が
一
八
四

0
・
五

0
年
代
に

ハ
M
〉

急
増
し
た
こ
と
、
穀
価
の
暴
落
は
一
八
七

Q
年
代
末
で
あ
っ
た
こ
と
を
事

実
と
す
れ
ば
、
ま
た
、
穀
物
価
格
の
低
下
・
畜
産
物
何
格
の
上
昇
と
い
う

ミ
ッ
ク
ス
ド
・
フ
ア
1
ミ
ン
グ

長
期
的
傾
向
の
下
で
混
合
農
業
内
部
の
こ
と
で
あ
れ
穀
作
か
ら
畜
産

へ
の
重
点
の
移
行
が
一
八
五

0
・
六

0
年
代
に
は
一
定
の
成
功
を
治
め
た

と
と
(
い
わ
ゆ
る
「
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
黄
金
時
代
」
〉
を
考
え
れ
ば
、
対
仏

ハ
団
〉

戦
争
後
の
農
業
不
況
の
下
で
、

D
・
C
-
ム
!
ア
の
い
う
よ
う
な
ハ
イ
・

フ
ァ

l
ミ
ン
グ
を
め
ざ
し
た
地
主
と
フ
ァ

l
マ
!
と
が
!
|
ど
の
程
度
一

(
幻
〉

般
化
で
さ
る
か
は
加
と
し
て
|
|
現
わ
れ
、
ま
た
穀
物
法
廃
止
に
備
え
た

と
い
う
議
論
は
、
納
得
で
き
る
し
注
目
に
値
す
る
?
但
し
、
穀
物
法
廃
止

に
備
え
う
る
た
め
の
大
前
提
は
、
穀
物
法
廃
止
が
(
農
業
大
不
況
期
に
現

実
と
な
っ
た
よ
う
な
)
農
産
物
全
般
の
価
格
の
大
暴
落
を
、
そ
れ
ゆ
え
イ



ギ
リ
ス
農
業
全
体
へ
の
大
打
撃
を
生
ぜ
し
め
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
本
稿
は
一
八
二

O
l三
0
年
代
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
地
主
階
級
の
穀
物

法
反
対
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
右
に
言
及

し
た
地
主
の
側
で
の
農
業
改
良
へ
の
努
力
と
穀
物
法
批
判
と
の
つ
な
が
り

が
考
察
の
中
心
と
さ
れ
る
。

(

1

)

円同・

E
n
R
F
司
。
込
句
邑
-
S
H
y
m門担

E
・
g
-
-
H・
5
2・ロ・

8
・

(
堀
経
夫
訳
『
リ
カ
l
ド
ウ
全
集
』
第
一
巻
、
一

O
九
ペ
ー
ジ
。
〉

(
2
)
え
-HFNKJ
司
・
∞
口
氏
・
(
同
右
、
九
三
ペ
ー
ジ
以
下
。
)

(
3
〉
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
即
時
的
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
農
業
改
良
が
地

代
増
加
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
リ
カ
1
ド
ウ
は
認
め
て
い
る
。
こ

の
点
は
す
ぐ
に
ふ
れ
る
。

ハ
4
〉
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
・

7
7
1
ミ
ン
グ
は
一
八
三

0
年
代
か
ら
普
及
し
つ
つ
あ

っ
た
。
え
の
・
戸
富
山
口
問
ミ
・

M7常

h
hミ
室
内
HN有
ミ

h
sミ
ミ
叫
富
山
内
F

Q
S
h
E一
同
誌

h
h
w、
川
町
認
可
遣
、

mwHhhqH白
血
門
戸

HmV44J
日

y
M叶・

ハ
5
)

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
大
月
書
后
版
、
第
二
分
冊
、
八
八
一
ニ
ー
ー
八
八
四

ペ
ー
ジ
。

(

6

)

門
戸
』
-
U
・
ハ
UF曲
E
t
o
g
h
r
の

開

-
vヨ
ロ
岡
山
一
子
叫
A
p
w
h
h
w、
町
内
ミ
言
、
ミ

同町言。
Nミ
h
g
H可
hqlH白
8
・
5
8
u
u・
Hミ・

(
7
〉
一
八

O
一
年
|
一
八
八

O
年
の
聞
の
一

O
年
ご
と
の
小
麦
一
グ
デ
ー
タ
l

の
平
均
価
格
は
第
一
表
の
よ
う
で
あ
る
。
丘
・
印

5
2
司
巳
己
目
0
・
己
目
ゎ
。

S

F
2
2
2品
切
ユ
江
島
巧
vo丘
町
円
O
E
n氏。
P
5
N
U
I
3・同町
2
・
同
町
的
・
同
E
J

Mロ
《
凶
器
門
戸
O
p
s
-
-
M
M・
E
-
r
s
s
-
司
-
H
8・
「
自
由
貿
易
の
主
な
効
果

は
、
ブ
リ
テ
ン
の
〔
小
麦
〕
価
格
を
押
下
げ
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
世
界
の
価
格
を

ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

第ー表

年 s. d. 

1801-10 83 9 

1811-20 87 5 

1821-30 59 5 

1831-40 57 10 

1841-50 53 3 

1851-60 54 7 

1861-70 51 1 

1871-80 51 1 

ブ
リ
テ
ン
の
水
準
に
引
上
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た
」
(
司
冨
「
叶
F
O
B
U
S
F

同誌
h
N
r旨

h
g
b弘
句
。
nmGHH
な
芯
鳥
見
守
ミ
E
ミ
b
n
s
Hミ
ミ
・
呂
田
ω・
司
-

M

お
)
。
そ
し
て
、
小
麦
価
格
の
急
落
(
四
五

l
五
0
シ
リ
ン
グ
か
ら
三

O
l三

五
シ
リ
ン
グ
へ
)
が
起
っ
た
の
は
一
八
八

0
年
代
で
あ
っ
た
。
椎
名
重
明
『
近

代
的
土
地
所
有
』
、
一
九
七
三
年
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

〈

8
〉
「
穀
作
地
面
積
は
一
八
五
五
年
頃
が
ピ

l
F
で
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に
減
退

し
始
め
た
」
(
ハ
U
E
E
σ
o
z
b
冨
E
伺
ミ
・
。
b・内
h
H
J
H
Y
5
6
0

(

9

)

資
本
投
下
増
大
↓
地
代
増
大
を
強
調
し
た
の
が
リ
チ
ャ

I
ド
・
ジ
ョ

I
ン

ズ
の
『
地
代
論
』
ハ
ヨ
nE向
島
守
口
2
・
h
柏
崎
同
E
Q
H
S
Sぬ
匂
な
守
&
ミ
h
s

ミ
モ
E
5
.
s
k
g
H守
句
。
ミ
2
2
。¥同〕
2
ミ
mO3・』
UH・
H・-均
S
H・
5
2

〈

BHU
・
5
2〉
〉
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ

l
ン
ズ
は

A
B
C
D
と
い
う
各
等
級
の
土

地
へ
の
一

0
0ポ
ン
ド
の
資
本
投
下
が
一
一

O
、
一
一
五
、
一
二

O
、
二
ニ

0

ポ
ン
ド
の
生
産
を
も
た
ら
す
場
合
、
地
代
総
額
は
三
五
(
五
プ
ラ
ス
一

O
プ
ラ

ス
二

O
〉
ポ
ン
ド
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
投
下
資
本
が
二
倍
の
ニ

0
0
ポ
ン
ド
に

な
り
、
各
等
地
の
土
地
で
の
生
産
額
が
二
倍
、
す
な
わ
ち
ニ
ニ

O
、
二
三

O
、

二
四

O
、
二
六

0
ポ
ン
ド
に
増
大
し
た
場
合
に
は
、
地
代
総
額
は
七

0

2

0

プ
ラ
ス
ニ

O
プ
ラ
ス
四

O
)
ポ
ン
ド
に
増
大
す
る
例
を
あ
げ
、
地
代
増
加
は
劣

一
七
七



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

等
地
耕
作
の
進
行
か
限
界
資
本
の
生
産
効
率
の
低
下
を
前
提
と
す
る
と
し
た
リ

カ
l
ド
ウ
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
(
え
・
司

-
N
2・
鈴
木
・
遊
部
訳
、
一
九
四

二
年
、
一
九
五
ー
一
九
六
ペ
ー
ジ
)
。

(

m

)

『
資
本
論
』
、
前
掲
、
第
五
分
冊
、
九
三
二
|
九
三
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
レ
l

ニ
ン
は
、
先
の
土
地
へ
の
資
本
投
下
増
大
↓
地
代
増
大
と
い
う
事
情
を
端
的
に

「
地
代
の
騰
貴
は
穀
物
価
格
の
低
落
と
な
ら
ん
で
も
お
こ
り
う
る
」
(
「
経
済
学

的
ロ
マ
ン
主
義
の
特
徴
づ
け
に
よ
せ
て
L

、
『
レ
1

ニ
ン
全
集
』
第
二
巻
、
大
月

書
底
、
二
六

0
ペ
ー
ジ
。
傍
点
は
レ
l
ニ
ン
)
と
表
現
し
て
い
る
。

(
日
)
同
日
n
R
ι
0・
。
』
?
と
同
ニ
ロ
・

2
N・
(
前
掲
訳
、
四
七
四
ペ
ー
ジ
。
〉

(
ロ
〉
ジ
ョ
l
ン
ズ
は
リ
カ
l
ド
ウ
を
こ
う
批
判
す
る
。
「
リ
カ
l
ド
ウ
氏
は
改

良
の
急
激
な
普
及
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
国
の
土

地
の
三
分
の
ニ
が
、
あ
た
か
も
魔
法
の
杖
の
一
振
り
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
か
の

よ
う
に
、
そ
の
直
前
ま
で
土
地
全
体
が
生
産
し
て
い
た
だ
け
の
も
の
を
生
産
す

る
よ
う
に
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
」
。
「
リ
カ
ー
ド
ウ
氏
の
こ
の
想
定
が
実
際
い

か
に
は
な
は
だ
し
い
幻
想
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
に
は
、
農
業
上
の
諸
改
良
が

実
際
に
発
見
さ
れ
、
完
成
さ
れ
、
ま
た
普
及
さ
れ
る
僚
の
緩
慢
な
進
行
の
仕
方

を
想
起
す
る
だ
け
で
事
足
り
る
の
で
あ
る
」
(
悶
・
守
口

2
・
。
下
町
民
子
同
Y

M
口・

前
掲
訳
、
二

O
二
ペ
ー
ジ
)
。

(
臼
)
『
資
本
論
』
、
前
掲
、
第
五
分
冊
、
八
四
七

i
八
四
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

ハ
リ
け
)
門
戸
開
-
F
・』。口
2
・
h
h
W
4
S
N
H
ミ
之
内
吉
弘
之
芯
片
言
尚
昆
位
、
E
N
h
g
-守

p
h
『町。
3
・一戸
U
4
A
H
・
nFω
司・∞・

(
日
)
ロ
同
・

L3町民
J

円}回目司由

(
日
四
〉
ロ
・
。
・
冨
020・
4
F
O

の
ミ
ロ
ド
ヨ
富
田
口
品
回
日
間
『
司
釦
吋
吉
山
口
問
・
同
町
2
・

同町的
-
h
E
J
N
ロ品

ω
耳目。
P
A
E
-
-
5
u
ロ
0
6
ω
-
H
u
g
-
更
に
、
毛
利
健
三
「
産

業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
穀
作
農
業
の
発
展
」
(
川
島
・
松
田
編

一
七
八

『
国
民
経
済
の
諸
類
型
』
、
一
九
六
八
年
、
所
収
)
を
参
照
。
対
仏
戦
争
後
の

農
業
不
況
下
に
お
い
て
地
代
の
大
巾
な
低
下
を
阻
止
し
た
も
の
は
、
ハ
イ
・

7

7
l
ミ
ン
グ
に
つ
な
が
る
こ
の
期
の
地
主
の
改
良
投
資
の
増
大
で
あ
っ
た
。

ハ
ロ
)
出
・

F
・し『。吉川
ω
・同ヨ』
NRWNU
室
内
向
。
』
司
書
、
ミ
。
L

「
同
3
h
~
な』
t
h
h
w、町内ミロ号、
hp

出
N
h
i
H
h
3
・
呂
田
∞
(
亀
山
潔
訳
『
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
農
業
問
題
』
、

一
九
七
八
年
、
九
九
ペ
ー
ジ
。
)

イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
法
に
つ
い
て
の
、
ま
た
穀
物
法
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ

い
て
の
最
も
詳
し
い
歴
史
を
書
い
た

D
・
G
・
パ

l
ン
ズ
は
、
一
八
一
一
一

年
農
業
委
員
会
報
告
か
ら
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
た
政
府
の
農
業
保
護
縮

小
の
態
度
に
対
す
る
、
ま
た
自
由
貿
易
論
者
か
ら
の
地
主
へ
の
攻
撃
に
対

(

1

)

 

す
る
、
地
主
の
側
で
の
反
応
を
、
大
き
く
い
っ
て
三
つ
に
分
け
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、
こ
う
し
た
政
府
の
態
度
や
地
主
へ
の
攻
撃
に
激
怒
し
あ
く

ま
で
従
来
の
農
業
保
護
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
地
主
で
あ
る
。
例
え
ば
、

(
2〉

ロ
ー
ダ

l
一
ア
ー
ル
卿
(
円
、

D
E
F
E含
丘
回
目
岳
、
ス
タ
ナ
ッ
プ
卿

(
E
E

ω
Sロ
宮
切
る
、
リ

l
ズ
デ

l
ル
卿

(FD丘
同
耐
え
白
色
丘
町
)
、
サ

i
・
ジ
ョ

ン
・
シ
ン
ク
レ
ア

(ω
可
』

DFD
臼
ロ

n
Eる
等
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
第
二

は
、
幾
つ
か
の
譲
歩
に
よ
っ
て
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
を
地
主
の
側
に
引
き
つ

け
よ
う
と
し
た
地
主
で
あ
る
。
例
え
ば
、
サ

i
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ

ア
ム

(ω
弓

Y
5
8
の
吋
品
目

B
)
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、
自
ら
進

ん
で
自
由
貿
易
に
改
宗
し
た
地
主
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク

(』

DV口
問
。
口
日
向
日
)
、
ミ
ル
ト
ン
卿

(
E
E
Z
E
C口
・
後
に
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ



リ
ア
ム
伯
八
回
目
白
ユ
丘
町
4
R当
日
目
回
目
〉
)
、
サ

I
・
へ
ン
リ
!
・
パ

l
ネ

ル

(ω
町
民
日
ロ
ミ
・
町
田

Emu--)
等
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
そ
の
う
ち
第
二
・
第
一
二
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
す
る
が
、
特
に

ジ
ョ
ン
・
ル

I
ク
を
と
り
あ
げ
る
。
し
か
し
ル

l
ク
を
代
表
格
と
す
る
理

由
を
示
す
た
め
に
も
、
他
の
論
者
に
つ
い
て
一
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

(

3

)

 

サ
l
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
ア
ム
(
一
七
九
二
一
八
六
一
)
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
接
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
最
北
部
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
に
二

万
一
千
エ
ー
カ
ー
も
の
所
領
を
相
続
し
た
グ
レ
イ
ア
ム
は
、
熱
心
な
排
水

工
事
の
実
施
と
長
期
借
地
の
付
与
(
同
時
に
借
地
人
の
減
少
・
作
付
指
導

の
徹
底
〉
と
で
知
ら
れ
る
「
改
良
地
主
」
で
あ
っ
た
。
彼
の
農
業
改
良
の

努
力
は
一
八
世
紀
末
ま
で
の
極
め
て
遅
れ
た
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
の
農
業
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
一
因
と
し
て
、
同
時
代
人
ハ
例
え
ば
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

(

4

)

(

5

)

 

ケ
ア

l
ド
)
か
ら
も
、
ま
た
後
世
の
人
々
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
彼
は
鉄
道
建
設
に
も
積
極
的
に
賛
成
し
、
農
産
物
・
石
炭
運
送

の
改
善
に
寄
与
し
た
。
彼
は
国
会
議
員
と
し
て
ウ
イ
ッ
グ
党
の
、
グ
レ
イ
内

閣
の
下
で
第
一
次
選
挙
法
改
正
案
を
起
草
し
た
四
人
委
員
会
の
一
人
で
あ

っ
た
が
、
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
問
題
を
機
に
ト
l
リ
に
移
り
、
一

八
四
六
年
に
穀
物
法
を
廃
止
し
た
ピ

l
ル
内
閣
の
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
。

彼
の
著
作
は
。
ミ
苫
b
s
札
。
Hqミ
苫
ミ
~
弘
首
白
B

h
弘
弘
之
h
h
H
b
H
F同

ト
ミ
H
h
N
O
Sお
h
a
-
H
∞N
∞
の
一
冊
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
以
下

の
内
容
を
も
っ
。

-

1

穀
物
価
格
を
決
定
す
る
要
因
は
穀
物
需
給
と
貨
幣

価
値
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
貨
幣
価
値
は
貨
幣
量
に
反
比
例
す
る
守
可

思
)
。
一
八
一
九
年
の
旧
平
価
復
帰
決
定
は
貨
幣
量
を
減
少
さ
せ
る
働
き
を

ジ
ョ
シ
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

し
、
高
穀
価
を
不
可
能
に
し
た

Q
-
a
s
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
穀
価
を
め
ざ

し
て
穀
物
法
を
支
持
し
つ
つ
一
八
一
九
年
ピ

l
ル
条
例
に
賛
成
す
る
こ
と

は
矛
盾
し
て
い
る

Q
-
同
∞
)
。
さ
て
、
「
大
衆
の
感
情
は
現
行
穀
物
法
に
敵

対
的
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」

e
-
H
3。
な
ぜ
な
ら
ば
、
〔
リ
カ

I
ド
ウ

の
い
う
よ
う
に
〕
高
穀
価
は
高
貨
幣
賃
金
・
低
利
潤
・
高
地
代
を
も
た
ら

す
か
ら
で
あ
る

e・
5
l
H
U。
だ
か
ら
、
土
地
に
の
み
特
別
に
課
せ
ら

れ
る
税
を
補
償
す
る
だ
け
の
固
定
関
税
(
小
麦
一
ク
ォ
!
タ

1
一
五
シ
リ

ン
グ
)
で
穀
物
輸
入
を
認
め
よ
う
、
こ
れ
は
リ
カ

I
ド
ウ
も
『
農
業
保
護

論
』
(
一
八
一
一
一
一
年
)
で
認
め
た
こ
と
で
あ
る

e
-
E
i
H
p
g
y
そ
し

て
こ
う
し
た
「
大
衆
と
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
妥
協
」
を
基
礎
に
ピ
!
ル
条
例

批
判
を
な
そ
う
。
ピ

l
ル
条
例
は
物
価
を
低
下
さ
せ
生
産
者
の
所
得
を
減

少
さ
せ
た
。
し
か
も
税
の
水
準
は
高
い
か
ら
生
産
者
の
苦
痛
は
二
重
で
あ

る
。
ピ

l
ル
条
例
で
利
益
を
得
た
の
は
公
債
所
有
者
だ
け
で
あ
る
守
・

g

l
E〉
。
彼
ら
は
正
貨
支
払
停
止
下
に
減
価
し
た
貨
幣
で
公
債
に
投
資
し
、

現
在
は
高
い
価
値
の
貨
幣
で
利
子
を
得
て
い
る
の
だ
。
他
方
、
地
主
の
十

分
の
九
は
戦
争
中
の
穀
物
自
給
と
い
う
国
家
目
的
の
た
め
に
借
金
を
し
て

土
地
の
開
墾
・
改
良
に
努
め
た
な
・
叶
3
。
そ
の
結
果
と
い
え
ば
、
公
債

利
子
の
た
め
の
重
税
と
借
金
と
を
高
い
価
値
の
貨
幣
で
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
こ
う
し
て
「
財
産
の
莫
大
な
移
転
」
が
生
じ
て
お
り
、
ラ
ン

デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
は
衰
弱
し
、
マ
ニ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
興

隆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
財
産
の
革
命
」
で
あ
る

e・
g
-由
国
)
。
だ
が
、

ピ
l
ル
条
例
以
降
七
年
も
経
過
し
た
か
ら
、
現
時
点
で
の

2
巳
S
E叩

包
吉
田
H
B
B
H

は
不
可
能
で
あ
り
危
険
で
あ
る

e・
由
。
。
そ
こ
で
、
大
減

一
七
九



ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

税
と
と
も
に
利
子
所
得
へ
の
三

O
M
の
課
税
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
穀
物

の
自
由
貿
易
を
認
め
る
の
だ
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
政
府
と
の
癒

着
を
解
き
、
「
貨
幣
の
自
由
貿
易
」

(
U地
方
銀
行
の
発
券
規
制
の
緩
和
〉

も
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
守
・
ミ
ー
由
也
〉
。

右
の
グ
レ
イ
ア
ム
の
主
張
は
旧
平
価
復
帰
を
め
ぐ
っ
て
の
、
公
債
所
有

者
対
地
主
・
生
産
者
(
農
工
資
本
家
・
労
働
者
)
と
い
う
利
害
対
立
の
強

調
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
の
強
調
は
一
八
二

0
年
代
は
じ
め
の
農

(

6

)

 

業
不
況
の
下
で
多
く
の
地
主
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
議
会
に
お

い
て

2
己
g
E
O
白
山
吉
田
け
目
白
己
を
要
求
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
色
町
田
丘
町
田
巧
g
g
E
〉
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
以
下
の
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
の
法
律

(
H
一

八
一
九
年
ピ

I
ル
条
例
)
に
よ
っ
て
社
会
の
全
財
産
に
突
然
の
革
命
が
生

ぜ
し
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
あ
の
法
律
に
よ
っ
て
あ
る
階
級
の
人
々
か

ら
財
産
が
奪
わ
れ
て
他
の
階
級
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
財
産
の
積
極
的
な

移
転
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
、
そ
の
移
転
の
大
い
さ
は
極
め
て
多
く
の
場
合
に

お
い
て
財
産
が
奪
い
と
ら
れ
た
当
事
者
の
全
面
的
破
産
を
も
た
ら
す
ほ
ど

イ
γ
ダ
ス
ト
リ
ア
ス

で
あ
る
こ
と
。
更
に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
生
産
的
諸
階
級
が
被
害
の
当
事

者
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
財
産
の
極
め
て
多
く
が
あ
の

法
律
に
よ
っ
て
突
然
に
、
ま
た
不
正
に
公
債
所
有
者
、
政
府
、
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
私
的
債
権
者
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
。
そ
し
て
ウ
エ
ス
タ
ン
は

デ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
要
求
す
る
。

だ
が
、
ウ
エ
ス
タ
ン
が
穀
物
法
に
よ
る
農
業
保
護
を
擁
護
し
て
い
る
こ

(7) 

と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
条
例
批
判
が
穀
物
法
否
定
論
と
直

一
八

O

結
し
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
レ
イ
ア
ム
の
穀
物
法

改
正
論
は
あ
く
ま
で
政
治
的
譲
歩
で
あ
っ
た
。
典
型
的
な
改
良
地
主
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
レ
イ
ア
ム
は
農
業
改
良
と
穀
物
法
改
訂
に
よ

る
農
業
保
護
の
縮
小
と
を
結
び
つ
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
グ
レ
イ
ア
ム
の
提
案
し
た
小
麦
一
ク
オ
ー
ダ
ー
当
た
り
一
五
シ
リ
ン

グ
の
固
定
関
税
は
、
リ
カ

l
ド
ウ
の
提
案
し
た
十
シ
リ
ン
グ
の
固
定
関
税

(
更
に
、
七
シ
リ
ン
グ
の
一
反
し
税
)
と
は
五
シ
リ
ン
グ
の
差
し
か
な
か
っ

(
8〉

た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ハ
9
)

フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
伯
(
前
ミ
ル
ト
ン
卿
二
七
八
六
|
一
八
五
七
)
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
八
万
エ
ー
カ
ー
の
所
領
に
加
え
て
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
二

万
四
千
エ
ー
カ
ー
等
の
所
領
を
相
続
し
た
大
貴
族
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム

伯
は
、
ウ
イ
ッ
グ
党
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
一
五
年
穀
物
法
に

は
賛
成
し
た
が
、
一
八
二
五
年
に
は
穀
物
法
批
判
者
に
な
っ
て
い
た
。
だ

が
彼
は
議
会
外
の
大
衆
運
動
と
連
係
す
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
拒
み
、
貴
族

的
な
社
会
構
造
の
維
持
を
大
目
的
と
し
つ
づ
け
た
。
彼
の
著
作
に
は

θ

h
h
同
弘
一
之
訟
な
忌
由
ト
白
昌
弘
己
ミ
ミ
3
。
¥
同
町
司
h
N
b詰
h
p
巴
S
H
F
向
。
口
、
3
h
白
N
e
h
-

H
∞ω
H
U
@
入
内
九
円
四
円
己
主
人
山
長
3
2
円
D
H
E
h
g
h
N
O
臣
、
ま
3
q
¥
同
円
高
目
白
昌
弘

S
H
F
h
D
3
』
い

S

F

H
∞ω
町
一
@
同
】
と
主
人
定
弘
之
h
M
H
E
H
F
由
肘
白
昌
弘
a

巴
ミ
ミ
3
q
¥
N
N
s
h
u
a
昌
弘
-
S
S
向
。
司
、
3
N
L
S
t
p
H
∞ω
由
が
あ
る
が
、
筆

者
は

θ
人
主
弘
、
S
F
ω
a
a
・
凶
器
N
h
@
~
川
町
内
巴
立
与
弘
弘
之
F
Z
H
E
-

H
∞ω
日
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
両
者
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

高
穀
価
は
高
賃
金
を
も
た
ら
し
、
高
賃
金
は
工
業
品
の
価
格
を
高
め
て

工
業
の
国
際
競
争
力
を
弱
め
、
こ
う
し
て
工
業
品
輸
出
が
減
退
し
工
業
人



口
の
所
得
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
工
業
地
域
で
の
農
産
物
需
要
が
減
退
す

る
Q

そ
し
て
そ
の
た
め
に
フ
ァ
!
?
l
は
売
れ
残
り
が
で
て
、
地
代
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

(
e
h弘
号
E
F
H
V・
8
l
ω
6
0
結
局
、
一
八
一

五
年
法
は
地
代
引
上
げ
と
い
う
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
目
的
を

み
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
殺
物
法
を
廃
止
し
て
穀
価
が
低
下
し

て
も
、
そ
れ
は
食
肉
需
要
を
高
め
て
家
畜
価
格
を
上
昇
さ
せ
(
⑨
仇
町
内
富
民

h
E
2
F
U
-
M
M
M
M
)
、
ま
た
他
方
で
救
貧
税
を
減
少
さ
ぜ
て
地
主
の
負
担

を
少
な
く
す
る
(
③
」

Et--
司・日
M

M

3

0

更
に
、
地
主
の
支
出
の
う
ち
で

賃
金
・
穀
物
へ
の
支
出
は
大
き
な
割
合
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
べ

き
で
あ
る
ハ
(
O
A
K
号、
a
w
H
Y
M町
一
⑨
緑
町
室
内
出

h
k弘
2

3
司

MGtNGo

総
じ
て
、
穀
物
法
廃
止
に
よ
る
穀
価
下
落
が
も
た
ら
す
耕
作
の
放
棄
は
大

き
く
は
な
く
、
ま
た
土
地
価
格
・
地
伐
の
減
少
は
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も

と
る
に
足
り
ぬ
程
で
あ
る

(@L吉
弘
・
・
司
・
包
・
印
日
〉
。
「
地
主
の
堅
固
で
永

久
的
な
繁
栄
は
社
会
の
生
産
的
諮
階
級
の
安
楽
・
慰
安
・
繁
栄
に
依
存
す

る
に
ち
が
い
な
い
」

(
e
h
E
2
2
u
官

勾

a
y
そ
し
て
現
行
穀
物
法
は

穀
物
の
「
人
為
的
欠
乏
」
を
生
ぜ
し
め
て
、
生
産
的
階
級
の
福
祉
を
害
す

る
の
で
あ
る

(
G
H含.弘相官・

8
1
8
)。

決
上
の
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
議
論
に
は
、
農
業
改
良
の
進
行
は
姿

を
み
せ
ず
、
当
然
に
そ
れ
と
穀
物
法
廃
止
と
の
つ
な
が
り
は
意
識
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
し
て
、

D
・
ス
プ
リ
ン
グ
も
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
穀
物

法
へ
の
反
対
を
さ
せ
た
理
由
を
、
物
質
的
進
歩
を
好
む
ウ
イ
ッ
グ
と
し
て

(
叩
〉

の
彼
の
心
情
に
求
め
ざ
る
を
え
な
か
ワ
た
の
で
あ
る
。

サ

I
・
へ
ン
リ
l
・
パ

i
ネ
ル
(
一
七
七
六
j

一
八
四
五
山
。

ジ
ョ
ン
・
ル
1
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

ア
イ
ル

ラ
ン
ド
選
出
の
議
民
で
あ
り
、
一
八
一
二
年
に
準
男
爵
に
、
四
一
年
に
男

爵
に
な
っ
た
パ
!
ネ
ル
は
、
ウ
イ
ッ
グ
党
内
の
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
経
済
学
者
と
し
て
も
高
名
を
博
し
た
。
す
な
わ

(
辺
)

ち
、
彼
は
一
八
一

Q
年
の
地
金
委
員
会
、
一
八
一
三
年
殺
物
貿
易
委
員

会
、
一
八
二
八
年
財
政
委
員
会
等
の
委
員
や
議
長
を
努
め
、
一
八
一
五
年

(日〉

穀
物
法
の
立
役
者
と
し
て
、
ま
た
関
税
改
革
・
政
府
支
出
削
減
を
唱
え
た

有
名
な
『
財
政
改
革
論
』
〔
一
八
三

O
年
)
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
更
に
、
彼
は
経
済
学
ク
ラ
ブ

(
H
U
G
-
目
立
口
即
日
開

8
5
5

可。
r
g
の

1
l
創
立
時
会
員
で
は
な
い
が
|
!
ー
一
八
一
二
年
か
ら
の
会
員
で
あ
っ

ハ日〉た
。
さ
て
、
。
ハ
l
ネ
ル
の
著
作
は
多
数
多
岐
に
わ
た
る
が
、
筆
者
は
そ
の

う
ち

θ
豆
町
旨
宣
言
ミ
ミ
志
向
必
定
円
F
S
ミ
段
、
同
・

~υ白
芸
崎
町
内
・

匂

白

ミ

・

刊

誌

忌

同

句

。

Hhh同

qh.
。
3
3
2
h
-
さ
弘
之

H
白
札
R

ご
と
き
品
目
。
申
柏
崎
、

2
・

尽き
M
q
S
H
F
ぬ
の
也
、
3
h
§
F
ω
吋
色
白
血
・

(
E
4
C
H・
-
『

O
同

5
0
可
田

HHH4

M
U
E
2
Z
G
S
E
U
@
Q諸
国
き
芯
門
主
同
時
¥
ミ

s-ω
邑

え
-

H

∞∞
H

(
円

3
・
H
8
3
し
か
読
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
に
お
い
て
。
ハ
!

ネ
ル
を
中
心
的
に
扱
わ
な
い
の
は
1
1
8
グ
レ
イ
ア
ム
、
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ

ア
ム
の
場
合
と
ち
が
っ
て
l
l
t
消
極
的
な
理
由
で
あ
り
、
彼
に
つ
い
て
は

別
稿
を
用
意
し
た
い
。

(

日

)

さ
て
@
句
、
ミ
ユ
訟
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
対

仏
戦
争
中
に
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
国
内
市
場
の
独
占
を
与
え
ら
れ
、
農
業
へ

の
資
本
投
下
が
進
み
、
現
在
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
十
分
な
供
給
と

毛
デ
レ
イ
ト

穏
当
な
価
格
と
い
う
二
大
白
的
に
関
し
て
は
ぽ
完
成
状
態
に
な
っ
た
」

e
H
8
%
と
こ
ろ
が
現
在
自
由
貿
易
を
行
な
う
と
、
園
内
農
業
資
本
が

/¥ 



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

破
壊
さ
れ
て
国
産
穀
物
量
が
大
減
少
し
、
結
局
穀
価
は
下
が
ら
な
い
だ
ろ

う
し
、
ま
た
外
閏
穀
物
依
存
は
圏
内
へ
の
供
給
を
極
め
て
不
安
定
に
し
、

欠
之
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
(
ヲ

E
H
l
E
3
0
白
由
貿
易
論
者
は
穀
物
輸
入

を
す
る
と
工
業
品
輸
出
が
増
大
す
る
と
い
う
が
、
国
内
市
場
は
「
ず
ば
ぬ

け
て
最
大
で
あ
り
、
工
業
の
最
良
の
支
持
者
と
し
て
無
限
に
頼
ら
れ
ろ
」

必
の
な
の
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
工
業
品
へ
の
国
内
市
場
と
は
農
業
人
口

の
繁
栄
な
の
だ

Q
-
区
間
)
。
私
の
目
的
は
現
在
の
耕
作
地
を
維
持
し
、
資

本
投
下
の
増
大
に
よ
っ
て
穀
物
生
産
量
を
高
め
る
と
同
時
に
穀
価
を
徐
々

に
引
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
フ
ァ

l
マ
l
に
十
分
な
利
潤

が
生
ず
る
で
あ
ろ
う

Q
-
5
0。

と
こ
ろ
が
、
穀
物
法
擁
護
者
。
ハ

i
ネ
ル
は
一
八
二
七
年
の
議
会
で
穀
物

の
自
由
貿
易
に
「
変
説
」
し
た
。
そ
し
て
、
変
説
の
一
つ
の
大
き
な
要
因

は
一
八
二
六
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
(
月
刊
百
三

g，

S
叩
寸

g
a白
庄
の
D
H
P
S
Q
D
D
P叩
〉
四
吋
円
2
-
E
H叩
え

Z
R
S
O
B

P
H
g宮
)
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
産
小
麦
の
輪
出

(
珂
)

能
力
が
予
想
以
上
に
少
な
い
乙
と
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
自
由
貿
易
詳
細

(
刊

μ
)

者。ハ

i
ネ
ル
の
立
場
は
⑤
出
諸
白
一
誌
円
払
白
目
』
耐
久
口
、
吉
に
は
っ
き
り
と
現
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
法
は
殺
価
を
高
め
て
賃
金
を
上
昇
さ
せ

る
、
そ
し
て
賃
金
上
昇
は
利
潤
を
低
下
さ
せ
る
か
商
品
価
格
を
騰
貴
さ
せ

る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
蓄
積
フ
ァ
ン
ド
は
減
少
す
る
守

-
s
i
g
y

ま
た
、
工
業
の
繁
栄
は
地
主
に
利
益
を
与
え
る
し
、
穀
物
法
が
存
続
す
る
限

り
は
救
貧
税
の
圧
力
は
減
ぜ
ら
れ
な
い
な
・
品
目
白

3
o
l
-
-以
上
の
よ
う

に
、
穀
物
法
の
有
害
さ
と
そ
の
廃
止
が
地
主
の
不
利
に
な
ら
ぬ
こ
と
と
を

人

述
べ
た
後
に
、
パ

l
ネ
ル
は
農
業
の
改
良
を
妨
げ
る
要
因
を
あ
げ
る
。
第

一
は
十
分
の
一
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
農
業
へ
の
資
本
投
下
を
妨
げ
、
農
業

改
良
を
妨
げ
、
こ
う
し
て
よ
り
多
量
の
穀
物
が
よ
り
安
価
に
・
し
か
も
利

潤
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
生
産
さ
れ
る
の
を
妨
げ
る
。
十
分
の
一
税
が

土
地
税
に
切
り
か
え
ら
れ
れ
ば
「
改
良
的
農
業
の
原
則
に
基
づ
い
て
追
加

資
本
が
耕
作
に
投
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
は
穀
物
生
産
を
増
加
し
て
穀
価
を
大
き

く
引
下
げ
る
」
な

-
S
l
a
y
第
二
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
長
期
借

地
の
欠
如
で
あ
る
。
ノ

1
フ
ォ
ー
ク
農
法
令
宮
昌
弘
叩
HHHC同
足
立
片
山
ロ
宮
山

由
吋
回
目
的
叩
的
目
白
血
色
門
司
自
由
g
n
g宮
〉
が
十
全
な
生
'
日
出
力
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
「
フ

7
1
マ
l
は
極
め
て
大
き
な
資
本
と
多
数
の
労
働
者
と
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、
そ
れ
が
可
能
な
の
は
長
期
借
地
を
前
提

と
し
て
な
の
で
あ
る

e・
g
-
m
S。

右
の
。
ハ

l
ネ
ル
の
議
論
は
集
約
農
業
の
一
層
の
発
展
が
低
穀
価
の
中
で

も
農
業
の
繁
栄
を
保
証
す
る
こ
と
を
述
べ
る
点
に
お
い
て
、
穀
物
法
廃
止

後
の
農
業
を
見
通
し
て
は
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
農
業
の
担
い
手
は
大
フ

ァ
i
マ
ー
で
あ
り
、
小
フ
ァ

l
マ
i
の
没
落
が
そ
こ
に
前
提
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
財
政
問
題
を
中
心
と
し
た
こ
と
か

ら
、
集
約
農
業
の
内
実
、
そ
の
地
主
へ
の
利
益
、
穀
物
法
廃
止
の
穀
価
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ま
ず
穀
物
法
廃
止

が
あ
っ
て
そ
れ
に
適
応
す
る
た
め
の
農
業
改
良
が
あ
る
と
い
う
論
理
に
な

っ
て
お
り
、
地
主
の
側
で
の
内
発
的
な
穀
物
法
廃
止
論
の
代
表
格
と
す
る

に
は
抵
抗
が
あ
る
。

ハ
1
〉
ロ
戸
口
・
。
・
出
日
出
o
p
h
h
h
M
H
。
ミ
。
¥
同
同
日

NNpmh叫
師
、
w

向。、
a
h
Q言
句
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ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
間
介
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス

ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
は
一
七
八

O
年
同
月
二
九
日
に
生
ま
れ
、
一
八
五
六

(
1
)
 

年
四
月
一
一
六
日
に
死
ん
だ
。
ル

i
ク
は
先
の
三
人
の
よ
う
に
貴
撲
で
は
な

く
、
大
土
地
所
有
者
で
も
な
く
、
ョ

1
7
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
グ
レ
イ
ア
ム

と
同
じ
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
出
身
で
、
市
場
都
市
ウ
ィ
グ
ト
ン
(
当
日
間
件
。
る

の
北
の
オ
ク
ヘ
ッ
ド
(
〉

W
O
V
2
3
と
い
う
村
落
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
時

代
か
ら
の
家
慎
一
口

O
エ
ー
カ
ー
を
相
続
し
た
が
、
耕
作
地
と
し
て
も
一

0
0
エ
ー
カ
ー
は
当
時
小
経
営
に
属
し
た
か
ら
、
彼
は
白
か
ら
耕
作
に
従

事
し
た
。
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
は
総
じ
て
小
土
地
所
有
者
が
多
く
残
っ
た
地

(
2一
)

械
で
は
あ
る
が
、
対
仏
戦
争
中
の
エ
ン
ク
ロ

l
ジ
ャ
の
進
行
と
戦
争
後
の

農
業
不
況
と
の
な
か
で
彼
ら
の
衰
退
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

J
・
ケ
ア

I

ド
は
一
八
五
一
年
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
パ

i

ラ
ン
ド
で
は
「
『
ス
テ
イ
ツ
メ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
、
四

O
l
一
C
C
エ
ー

カ
ー
の
小
所
領
を
所
有
す
る
ヨ

l
マ
ン
階
級
の
数
の
徐
々
の
減
少
」
が
こ

の
半
世
紀
の
聞
に
み
ら
れ
る
、
「
こ
の
ク
ラ
ス
の
人
々
は
|
|
以
前
に
は

非
常
に
多
く
い
た
が
1
1
1
極
め
て
古
く
か
ら
の
先
祖
伝
来
の
所
領
に
住
ん

で
き
た
。
:
:
:
こ
の
ク
ラ
ス
の
若
者
は
多
く
が
熱
心
な
改
良
家
で
あ
る
が

古
い
世
代
は
強
く
旧
シ
ス
テ
ム
に
固
執
し
、
一
般
に
彼
ら
の
ま
わ
り
の
進

歩
と
と
も
に
前
進
す
る
の
を
非
常
に
嫌
が
っ
て
け
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
ぽ
快

適
な
家
に
暮
し
て
お
り
、
階
級
と
し
て
最
も
勤
勉
で
節
約
的
で
あ
る
。
ど

が
彼
ら
は
た
や
す
く
富
を
明
治
積
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
長
男
が
先
祖
伝

来
の
所
領
を
相
続
す
る
が
、
家
族
の
他
の
者
が
貯
え
を
と
る
・
:
・
か
ら
で

一
八
四

あ
る
。
こ
の
小
土
地
は
め
っ
た
に
細
分
さ
れ
な
い
が
、
年
々
近
隣
の
大
所

領
に
吸
収
さ
れ
つ
つ
あ
る
・
・
。
全
体
的
知
性
の
点
で
は
、
『
ス
テ
イ
ツ

メ
ン
』
は
同
じ
広
さ
の
土
地
を
占
有
す
る
フ
ァ

l
マ
ー
よ
り
優
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
教
育
と
企
業
心
と
の
点
で
は
極
め
て
大
き
な
フ
ァ

i
マ
ー
よ
り
著
し
く
劣
っ
て
い
る
|
|
但
し
、
不
動
産
の
点
で
は
彼
ら
は

よ
り
富
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
|
|
。
地
代
を
支
払
う
こ
と
の
な
い

『
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
』
が
絶
望
的
に
窮
迫
し
、
そ
の
後
を
つ
い
だ
フ
ァ

l
マ

ー
が
公
正
な
地
代
を
支
払
い
ま
た
利
潤
も
あ
げ
て
い
る
と
い
っ
た
例
が
、

(

3

)

 

多
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
。

し
た
が
っ
て
、
ル
!
ク
を
地
主
階
級
の
穀
物
法
否
定
論
者
と
す
る
に
は

問
題
が
あ
る
。
だ
が
彼
自
ら
が
「
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
の
い
ち
土
地
所
有
者

(
〉
の
ロ
B
σ
R
-自
白
ド
田
口
白

2
5印
円
)
」
の
一
名
で
著
書
を
出
版
し
た
よ
う

に
、
ま
た
、
あ
る
著
作
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
真
理
を
党
派
的

考
慮
に
基
づ
い
て
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
支

配
を
支
持
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
商
ヱ
業
に
従
事
す

る
者
、
公
債
所
有
者
や
年
金
生
活
者
、
庄
迫
さ
れ
て
破
産
し
た
借
地
農
業

者
と
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
白
ら
が
属
す
る
階

級
1
1
1
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
!
i
を
:
:
:
正
当
に

(
4
)
 

擁
護
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
言
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
、
?
に
、
ル

l
ク
は
ヨ
!
マ
ン
と
地
主
と
は
同
じ
土
地
所
有
者
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
の
一
示
す
農
場
経
営
例
は
必

ず
農
業
労
働
者
・
フ
ァ

i
マ
i
・
地
主
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に

よ
り
も
、
以
下
の
彼
の
著
作
が
示
す
よ
う
に
、
彼
は
地
主
の
利
益
を
第
一



.!1~ゃ艇___)~ノ:二1'(l
8
P
~
の
。

p
s
o
n
)
.，;> 
1
 <11
1E主計.!11¥-'
8
吋
，
"
.
!
1
脳
駐
___)~j思穏.-.J

~
O

τミ
ー
そ
¥
竺
恒
心
:
ゐ
，
;
c
f
)
 (-6 
(¥ 

;'__J斗4零
封
蝋
(
君
主
*
H
~
事
〉
為
的

0
{::，士
t::
8
許
認
.
!
1
___) 

i己ニ{::，
1眠
'
{
!
j
J
心
4
護
者
三
!
.
1
~
ぎ
浄
ト
将
司
自
ト
0

1'(l
111-!>'

.>J
0
0
ド
，

~.!1ぺ.，!_!
p
-

• '
;
>
，
吋
ヤ
寸
×
・
'
~
ム
ャ
ト
寸
.
>
J

ll以
〉
賎
ニ

入
p
~
0

.，!_!今一、~'
11l0

~
賛
会
心
Q
題
司
令
.
>
J
轍
鰍
8
~
製
緩
.
>
J
'
樹
立

制
Jミ
z
、;<，).，;>
i'.，!_!

O
 }J}JP' 

1
:
.
.
.
ム
干
ト
寸
:
灸
主

Jー
弐
歪
~
8

-K:総
4く
国

主
要
臨
罵
桝
.
>
J
.
!
1
榔
ニ
ド
必
♂
」
ミ
_
_
_
)
.
，
!
_
!
判
事
例
m
!
!
~
l
ι
Q
ベ

J，;ç，C'、P
~
的
。

ベ
J___)
¥，-，
1
 <
国

fく社.!1暴露器規;<，)
1認-:':1___);'__J~.!1会ーそ\己主主

\
-
'
m
ト
騒

①
[Cumbriensis

，] 
R
e
m
a
r
k
s
 on the 
N
a
t
u
r
e
 a
n
d
 
O
p
eγation 

(区社長m::毘巴:!F)込!iif;Ill:;___).，!_!ニ。一一
1
~
~
<
-
1
終
<
8
艇
鰹
l!欄

of 
M
o
n
e
y
，
ω
ith 
a
 V
i
e
w
 
to 
elucidate 

the 
Effects 
o
f
 
the 

ニ
ド
縦
毒
事
誕
.
!
1

:::1iPド
心
í
'
.
，
!
_
!
~
自
民
為
'
長
お
.
，
!
_
!
8
~
R

\f川0
W
J';/隠込J雑

例
present 
Ciγ
'culating 

M
e
d
i
u
m
 
o
f
 
G
γeat 
Britain; 

intended 

___);'__Jリ心永l'~i己
♂
怖
ぐ
や
.
;
!
:
z
-
-
例
-
r
。
誌
禁
容
斑
.
!
1
0
ニ
ド
G

今~
0

.，!_!G
 
to 
prove 
that 
the 
National 

Distγ'esses 
aγe
 attγibutable 

to 

~~生!!例í'.，!_!
v
l
紙
J

ド.;!:-'='令6___);'__JO
I¥-'___)¥-"縦蓉臨時;<，)

l
!i話
。u
r
M
o
n
e
y
 S
y
s
t
e
m
，
 Lo
n
d
o
n
，
 1819. 

図
書
~
8
~

"，会.>J
___) 
~
ノ
ペ
0
-
r
命
]
H
þ
;
!
!
.
，
;
>
竺
争
犯
ニ
ベ

J
:二小品
J
.>J!!'

~
:
長

①
[Cumbriensis

，] 
A
 
Supplement 

to 
Ihe 
R
e
m
aγks 
o
n
 the 

W
辛;~寸法!l)gニ;'__J

トム-6
T
竺I'(l{::，

.!11~
会
心
持

0"!_!
.!1!!íiF{I]

P
~
Þ
制
N
a
l
u
r
e
 a
n
d
 
Operalion 

o
f
 M
o
n
e
y
，
 &
 c" 
L
o
n
d
o
n
，
 1819 .
 

.......)~O 
トj
小
_
_
_
)
.
，
!
_
!
ボ
盤
、
<
c
単
~
~
旺
ト
v
{::， 
，.0 <-1
1j11Q.-J' 
例.，!_!盟主'*u{:fi

v
g長

⑦
A
n
 E
s
s
a
y
 on the 
National 

Debt
，
 she
叩
ing
the 
Use a
n
d
 

党判事~;'__J
~
0

.，!_!8
罵
髄
H
<

-1砕.(:6Kð
4く
起
不

Jぷ
♂
'
~
.
!
1
同
個
￥
\
J
.
>
J
.!1:t安

A
b
u
s
e
 o
f
 the 
F
u
n
d
i
n
g
 
S
y
s
l
e
m
，
 Lo
n
d
o
n
，
 1822. 

(坦〕
_
_
_
)
~
'
誕
!
!
十
余
o
時
現
g;みJ翠

抑
制
ト

JO
I¥-"".-Jド'

会
一々
、
為
「
快

①
A
n
 Inqui
γy
 into 
the 
P
γ
inciPles 
o
f
 
National 

W
e
a
l
t
h
，
 

入
ス
ー

l~
入

::"'8
ニ
J
斗
l'智
駐
梶
井
早
J
8
~
~
ノ
|
く
1
1
<
社.!1沼蛍.-J.，!_!

illustrated 
by 
Political 

E
c
o
n
o
m
y
 
o
f
 
the 
British 
E
m
P
i
γe，
 

一
一
利
~
'

'~ムャ1'----.:\:長六1
8
迫
単
ω
ゆ
窓
士
_
_
_
)
.
，
!
_
!
-
F
:γ

ee
T
r
a
d
e
 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
，
 1824 
(r
巴p
，
1969). 

in 
C
o
r
n
 
Ihe 
γeal 
Inle
γesl 
of the 
Landlord

竺，
'
~
ム
ャ
ト
寸

①
C
l
a
i
m
 
to 
the 
original 

Publication 
o
f
 
certai
時
間
e
w

Q
判
事
者
土
心
部
監
判
+
，
-
;
'
_
_
J
8
P
~
の
。
ト

0
~
"
'
"
1¥-'
8
品t
8
小、
0
;
1
囲
網
Principles 

in 
Political 

E
c
o
n
o
m
y
，
 addressed 

in 
a
 Lette
γ
to 

P
 A
 Lelteγ
10 
Sir J
a
m
e
s
 
G
γa
h
a
m
，
 Baγt" 
M
.
 P
，."iη
Reply 

E
，
 D
，
 Davenport

，
 Esq.
，
 Lo
n
d
o
n
，
 1825
，
 

to 
ceγ
lain 
Positions conlained 

in 
a
 Pa
m
p
h
l
e
t
 entitled 

"
F
r
e
e

①
[
A
 C
u
m
b
e
rJa
n
d
 L
a
n
d
o
w
n
e
r
，] 
F:γee 
T
γade 
in 
C
o
r
n
 the 

Tγ
'ade 
in 
C
o
r
n
 
the
何
al
Inle
問
st
o
f
 the 
L
a
n
d
l
o
r
d
，" 
L
o
n
d
o
n
，
 
real 
Inle
何
st
of the 
L
a
n
d
l
o
r
d
，
 an
d
 
the 
true 
Policy 
o
f
 
the 

(
ト
)

.>Jニ小捕事長土:会活蛍布¥J.j;二
;
!
_
!
j

!>'入
Tト
吋
代
々
、
-
~
脅
迫
G
ト
出
総
血
圧
P
State
，
 Lo
n
d
o
n
，
 1828 
(2 n
d
 ed. 
1835). 

但
宙
事
眠
時
措
雇
悔
や
~
0

.，!_!i寺
{
)
-
ム
h
ι
・
ム
、
~
K
入
(Poulett 
T
h
o
m
-

⑦
[
A
 C
u
m
b
e
r
l
a
n
d
 
L
a
n
d
o
w
n
e
r
，] 
Fiγee 
a
n
d
 
safe 
Govern-

~>. m
入
・
会
一
号
、
.
>
J

r
割
~
G
H
聡

J
"，，;社
='tく

1
<
同



ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス

§
S
H
H
・
円
、
白
門
町
h
目
¥
喜
吉
S
h
w
O
ミ
h
H
凡
諸
島
3
弘
、
晴
、
刊
誌
円
払
町
内
向
同
巴
¥
叫
M
H
司
切
培
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九
H
H
M
M
W

O
口
昌
弘
仇
門
誌
R
H
S
F
F
O
口
弘
D
D
噌日叩…
wm-

@
の
き
な
h
H
g
b
句
円
九
尚
三
時
噌
白
旬
、
虫
色
町
。
忌
問
見
同
町
向
島
遺
品
泣
き
。
¥

~
u
g
弘
、
色
遣
を
~
r
p
志
向
。
。
苫
M
H
H
S
N
5
3
c
¥
同
R
F
ロ
ミ
ア
号

、
色
、
送
白
町
民
巴
s
q
h
.
~
出
品
目
目
、
口
h
H
礼
子
白
書
出
H
F
向
匂
抗
的
円
巴
せ
同
司
、
見
巴
¥
。
口
白
N
e
さ
と
』
ザ
ミ
N

agg足
。
宮
町
内
弘
吉
両
国
主
ロ
¥
円
言
。
、
s
h
m
号
、
き
た
喜
久
H
p
h

NWKHミ』YF。ロ内同Oロ-H∞
ω∞
(
凶
出
品
目
白
・
同
∞
品
。
〉
・

筆
者
は
右
の
う
ち
@
む
と
c
h
H
の
第
二
版
を
除
い
て
す
べ
て
読
む
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
各
著
作
に
関
し
て
一
一
一
言
し
て
お
き
た
い
。

θ
同
州
?

苦
白
、
静
岡
-
E
H
U
h
@
め
ど
」
宣
言
問
昌
子
H
∞
包
は
一
八
一
九
年
ピ

l
ル
条
例

を
批
判
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
@
河
町
議
芯
込
臼
は
貨
幣
価
値
の
継
続
的

な
減
少
こ
そ
が
国
富
増
大
を
推
進
す
る
と
論
じ
、
こ
の
た
め
に
ル

l
ク
は

(
8
)
 

「
イ
ン
フ
レ

i
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
う
ち
で
最
も
極
端
な
者
の
一
人
」
と
も
評

回
し
、
貨
幣
価
値
の
継
続
的
な
減
少
が
同
時
に
相
殺
し
え
ぬ
程
の
害
を
生

、
せ
し
め
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
だ
が
、
氾
平
価
復
帰
に
は
反
対
し
、
対
仏

戦
争
中
の
高
い
物
価
水
準
の
維
持
を
要
求
す
る
。
⑨
阿
佐
認
可
・
お
お
は
後

の
⑥
密
室
町
ミ
の
第
三
部
第
一
四
章
に
吸
収
さ
れ
た
が
、
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
公
債
増
発
は
実
質
的
に
は
政
府
の
支
出
財
源
に

何
も
付
加
し
な
か
っ
た
こ
と
を
結
論
す
る
。
@
L
『
ミ
ミ
晴
、
下
回
∞
記
は
ル

i

ク
の
経
済
理
論
を
体
系
化
し
た
も
の
で
、
四
部
四
三
章
か
ら
成
る
長
一
編
で

あ
る
。
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
(
こ
れ

は
ル

l
ク
が
度
々
用
い
た
一
一
一
一
口
菜
で
あ
る
)
を
背
景
と
し
た
自
由
貿
易
の
主

一
八
六

張
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
農
業
改
良
に
つ
い
て
の
議
論
と
が
目
を
引
く
。

@
Q
3
F
H
∞
訟
は
短
い
文
章
で
、
ル

l
ク
の
経
済
学
へ
の
関
心
の

は
じ
ま
り
と
二
、
一
一
一
の
理
論
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
@
⑤
平
司
自
U
1
ミ
L
P
H
∞
N
∞

(
M
E
a
-
同
お
む
は
穀
物
の
自
由
貿
易

が
い
か
に
高
穀
価
を
も
た
ら
し
、
地
主
の
利
益
に
な
る
の
か
を
論
証
し
よ

う
と
す
る
。
な
お
、
第
二
版
は
短
い
序
文
が
加
え
ら
れ
た
だ
け
で
、
本
文

は
初
版
と
同
じ
で
あ
る
(
引
用
は
第
二
版
か
、
り
す
る
Y
G
c
c
ミ
言
語
S
F

z
g
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
の
「
保
守
主
義
的
活
力
」
を
検
出
す
る
と

と
も
に
、
蒸
気
機
関
の
発
明
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
分
布
と
構
造
と

が
一
変
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
地
主
が
新
し
い
「
時
代
精
神
」
に
順
応
す

べ
き
こ
と
を
論
じ
、
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
農
業
は
い
ま
だ
「
幼
年
期
」
に
あ

り
、
将
来
の
発
展
は
無
限
で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
本
書
は
ル

l
ク
の

著
作
の
な
か
で
最
も
精
彩
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
@
門
U
S
E
S
-
H
∞
ω∞
は

ル
I
ク
の
居
地
カ
ン
バ
!
ラ
ン
ド
の
産
業
発
展
の
た
め
の
鉄
道
建
設
を
地

質
学
上
の
調
査
と
結
び
つ
け
つ
つ
提
案
し
、
あ
わ
せ
て
イ
ギ
リ
ス
全
土
の

鉄
道
網
敷
設
の
必
要
を
説
く
。
な
お
、
第
二
版
に
は
E
E
R
s
t
s
s

の
8-o明
司
と
い
う
章
が
付
け
加
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

以
下
は
ル

i
ク
の
穀
物
法
批
判
論
を
中
心
に
彼
の
経
済
思
想
を
構
成
し

よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ル
!
ク
の
経
済
思
想
が
現
在
か
ら

み
て
一
九
世
紀
は
じ
め
の
地
主
階
級
の
穀
物
法
反
対
論
を
代
表
す
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ル

I
ク
自
身
は
世
に
い
れ
ら
れ
ぬ
人
物
で
あ
っ

た。(
1
〉
以
下
の
ル
i
p
の
伝
記
的
部
分
に
つ
い
て
は
、
出
S
Q
F
。
ロ
包
曲
目
0

・
Mユ守
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¥
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旬、GSRH吉
凶
器
¥
A
W
C
E毛
足
苦
言
?
H
m
ω
♂
司
-
M
N
H
-

(
5
〉
「
カ
ン
パ
l
ラ
ン
ド
の
『
ス
テ
イ
ツ
メ
ン
』
の
大
き
な
特
徴
は
そ
の
独
立

心
で
あ
っ
た
」
(
同
・
F
O口
ωι
巳
P

。3
・nhF-u・MO∞〉。

ハ6
)
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7
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弘
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書
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忠
ロ
・
H
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目
Y
E
N
-

四

ル
1
ク
が
経
済
上
の
諸
問
題
に
関
心
を
向
け
た
の
は
一
八
一
一
!
?
一
一
一

年
か
ら
で
あ
り
、
彼
が
最
初
の
論
説

(
1
「
穀
物
価
格
上
昇
の
原
因
の
検

討
」
〉
を
『
フ
ァ

l
マ
l
ズ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
に
発
表
し
た
の
が
一
八

一
周
年
七
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
同
誌
に
五
つ
以
上
も
の
論
説
を
発

表
し
つ
づ
け
、
ぞ
れ
ら
は
@
b
H
A
N
ミ
ミ
・
同
∞
ほ
の
中
身
と
な
っ
た
が

(
ぇ
・
@
Q
ミ
3
5
N
タ
司

?
C、
ル
!
ク
の
最
初
の
著
書
は
前
に
み
た

よ
う
に
運
賃
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
@
見
ぬ
き
ミ
ヶ
・

裕
は
な
い
。
ま
た
、
@
N
u
s
-
-
お
お
は
@
」
「
ミ
ミ
ミ
に
吸
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
ま
ず
彼
の
経
済
学
上
の
主
著
で
あ
る
@
」
「
ミ
ミ
ミ
を
考
察

し
た
い
。

ジ
ョ

γ
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

ル
i
ク
は
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
が
「
世
界
の
工
場
」
で
あ
る
と
い
う
認
識

か
ら
出
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
プ
リ
テ
ン
は
世
界
の
最
も
完
全
な
工

場
(
岳
町

goa-uえ
な
2
4
2円
宮
町

D
U
E
S巾
当

2
5
)
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
の
住
民
は
・
:
〔
外
国
貿
易
の
発
達
に
よ
っ
て
〕
勤
勉
と
資
本
蓄

積
と
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
大
プ
リ
テ
ン
は
そ
の
工
場
を
大

規
模
化
し
て
お
り
、
ま
た
労
働
の
分
割
と
協
同
と
に
よ
っ
て
よ
り
安
価
に

よ
り
完
墜
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
よ
り
多
く
の
資
本
の
助
け

(

1

)

 

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
@
止
さ
町
、
渋
司

-
g由
1
8
3
0
こ
の
よ
う

に
資
本
蓄
積
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
労
働
生
産
力
が
上
昇
し
商
品
が

安
価
に
生
産
で
き
る
場
合
に
は
、
需
要
の
不
足
と
い
、
7
心
配
は
な
い
。
と

い
う
の
は
、
資
本
の
蓄
積
が
可
処
分
所
得
を
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
安
価
が
需
要
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
工
業
品
に
対
す
る
国
内

市
場
は
十
分
で
あ
り
、
ま
た
国
外
市
場
も
開
け
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
ル

i
ク
は
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ

ち
、
「
富
者
は
貧
者
よ
り
も
容
易
に
貨
幣
を
蓄
積
で
き
る
が
、
そ
れ
と
同

様
に
、
一
国
民
が
よ
り
富
裕
に
な
る
の
に
比
例
し
て
、
新
資
本
を
融
通
し

新
投
資
を
お
こ
な
う
こ
と
は
よ
り
容
易
に
な
る
」
、
ま
た
「
国
富
を
蓄
積

す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
資
本
が
蓄
積
す
る
の
に
応
じ
て
よ
り
少
な
く
な

る
」
と
ハ
@
L
g
h
k
J
司

g
v

で
は
、
こ
う
し
た
資
本
の
蓄
積
↓
国
富
の
増
大
を
実
現
し
た
基
盤
は
何

で
あ
る
か
。
そ
れ
は
農
工
分
離
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
富
の
蓄
積
は
、

農
業
で
雇
用
さ
れ
る
人
手
を
引
揚
げ
て
・
こ
う
し
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
欠

損
を
個
人
の
よ
り
大
き
な
生
産
諸
力
で
補
充
し
・
そ
し
て
食
料
生
産
部
門

一
八
七



ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
間
付
の
工
場
L

イ
ギ
リ
ス

以
外
の
一
雇
用
部
門
で
の
労
働
需
要
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
、
最
も
本
質
的

に
依
存
し
て
い
る
」
ハ
@
忌
R
J
ヲ
由
。
)
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
農
業
以

外
の
部
門
で
の
労
働
需
要
を
増
加
さ
せ
た
も
の
は

i
1
9
Pミ
さ
き

S
F

g
ω
聞
に
よ
る
と
|
|
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
治
陛
下
に
お
け
る
穀
物
の
輸

入
規
則
の
緩
和
で
あ
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
エ
業
生
産
力
を
急
増
さ
せ
た

蒸
気
機
関
の
発
明
で
あ
っ
た
。

ル
!
ク
は
蒸
気
機
関
の
発
明
が
も
た
ら
し
た
工
業
立
地
の
変
化
を
次
の

よ
う
に
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
毛
・
綿
・
亜
麻
・
絹
の

紡
糸
機
械
よ
の
諸
発
明
や
そ
の
他
の
工
業
・
鉱
山
業
で
の
作
業
上
の
諸
発

明
と
結
合
さ
れ
た
こ
の
出
来
事

(
U蒸
気
機
関
の
導
入
)
は
、
こ
れ
ら
の

諸
工
業
を
・
・
:
・
・
石
炭
産
出
地
帯
の
外
部
で
あ
る
王
国
の
南
東
部
か
ら
ほ
と

ん
ど
全
面
的
に
奪
い
去
っ
て
、
石
炭
産
出
地
帯
の
内
部
で
あ
る
王
国
の
北

東
部
に
移
し
た
」
ハ
@
C
S
号
室

5
F
U・
8
)
と
。
ま
た
、
こ
う
し
た
エ

業
立
地
の
移
動
は
労
働
雇
用
手
段
(
5
8
5
0
h
E
Z
協
同
冊
目
与
を
も
移

動
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
、
繊
維
工
業
で
の
諸
発
明
と
蒸
気
機
関
の
導
入
と

は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
地
図
を
塗
り
か
え
、
ま
た
そ
れ
ら
が
も
た
‘
り
し
た
巨

大
な
生
産
力
に
よ
っ
て
産
業
構
造
主
文
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
蒸
気
機
関
は
|
|
一
七
六
五
年
の
ピ
ッ
ト
に
よ
る
穀
物
貿
易
の
制
限

緩
和
と
結
び
つ
い
て

!
i、
「
社
会
の
誇
関
係
、
な
ら
び
に
労
働
し
日
膨

2
肱

(

2

)

 

と
の
分
配
」
を
一
変
さ
せ
た
(
9
3
R
・
・
官
・
5
3
0
そ
う
し
て
、
こ
う
し

た
変
化
は
不
可
逆
的
で
あ
る
。
「
商
業
と
工
業
と
が
、
富
裕
で
白
白
な
判
明

在
の
わ
れ
わ
れ
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
引
き
返
そ
う
と
す
る
の
は

狂
気
の
さ
た
で
あ
る
。
:
:
:
わ
れ
わ
れ
は
歩
を
一
民
す
こ
と
は
で
き
な
い

一
八
八

し
、
こ
の
変
化
を
無
事
に
元
通
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
返
却
は
確

実
な
る
破
滅
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
万
難
を
排
し
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
(
G
i
g
-札
-wHVHQHlH03。

さ
て
、
ル

l
ク
は
右
の
よ
う
な
工
業
の
発
達
を
も
た
、
り
し
た
要
因
を

1
1
1
重
商
主
義
諸
政
策
の
歴
史
的
役
割
を
み
お
と
し
て

l
l、
と
り
わ
け

小
ピ
ッ
ト
に
よ
る
商
業
上
の
諸
規
制
の
緩
和
に
求
め
(
但
し
、
そ
の
淵
源

は
地
理
上
の
発
見
と
さ
れ
る
〉
、
そ
の
う
え
で
「
商
業
は
必
然
的
に
労
働

の
適
切
な
分
割
と
協
同
と
に
導
く
か
ら
、
主
産
諸
カ
増
大
の
主
原
因
で
あ

る
」
ハ
@
i
志
向
ミ
ミ
裕
司
-
H
M
m
)
と
規
定
す
る
。
で
は
、
商
工
業
の
発
達
は
農

業
に
対
し
て
い
か
な
る
影
墾
田
を
も
た
ら
す
の
か
1
1
6
ル
l
ク
は
全
面
的
な

好
影
響
ど
と
答
え
る
。
す
な
わ
ち
、
商
工
業
の
発
達
に
よ
っ
て
「
都
市
の

人
口
が
増
大
し
農
村
の
人
口
が
減
少
す
る
の
に
比
例
し
て
、
農
村
が
そ
の

生
産
に
よ
り
少
な
い
入
手
し
か
一
雇
用
せ
ず
、
同
時
に
、
そ
の
生
産
物
に
対

す
る
増
加
し
た
顧
客
を
も
つ
に
ち
が
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
〈
@

i
3
R
-
H
Y
品

N
S。
つ
ま
り
、
商
工
業
の
発
達
は
農
業
人
口
を
減
ら
す
と
と

ち
に
、
農
産
物
へ
の
市
場
安
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
農
業
人

口
一
人
当
た
り
の
生
産
量
は
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ル

i
ク
が
望
ん
だ
も
の
は
「
最
少
の
入
手
で
:
:
・
土
壌
か
ち
最
大
量
の
生
産

物
を
産
出
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
(
@
忌
町
民
J
ロ
-
G
3
0
で
は
、
こ
の
農

業
で
の
生
産
力
上
昇
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
大
農
場
」

に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
農
場
は
資
本
と
労
働
と
を
集
中
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
両
者
を
節
約
し
、
「
よ
り
少
な
い
入
手
で
よ
り
効
率
的
に
、

ま
た
よ
り
利
益
を
あ
げ
て
土
地
を
耕
作
す
る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で



あ
る
ハ
@
L吉
弘
・
日
y
H
M
H
1
5
3
0

右
に
み
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
の
飛
躍
的
発
展
の
下
で
イ
ギ
リ
ス

農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
聞
に
対
し
て
、
ル

l
ク
の
出
し
た
第
一

の
答
え
は
経
営
の
集
中
と
過
剰
な
入
手
の
除
去
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
経
営
の
集
中
と
農
業
労
働
者
数
の
縮
小
と
は
地
代
を
上
昇
さ
せ

る
、
と
ル

1
ク
は
い
う
。
こ
こ
で
ル

i
ク
の
地
代
論
を
み
る
た
め
に
彼
の

価
値
論
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
き
わ
め
て
交
錯
し
た
彼
の
価
値
論
は
、
あ
ら

か
じ
め
要
約
す
れ
ば
、
動
用
価
値
説
を
基
礎
と
す
る
支
配
労
働
価
値
説
と

表
現
し
て
よ
い
と
忠
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
効
用
が
価
値
の
源
泉
で
あ

り
、
支
配
労
働
が
価
値
尺
度
で
あ
る
。
彼
は
効
用
を
い
う
場
合
、
食
物
の

効
用
の
み
を
例
に
と
る
。
食
物
は
人
間
の
生
存
に
必
要
で
あ
る
か
ら
価
値

の
源
泉
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
が
食
物
を
生
産
す
る
の
だ
か
ら
労
働
も
価

値
を
も
っ
、
そ
し
て
一
定
期
間
の
平
均
を
と
る
と
、
農
業
労
働
者
の
週
賃

金
と
小
麦
価
格
と
は
一
定
の
比
率
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら

〈

3
V

れ
て
い
る
か
ら
、
支
配
し
う
る
農
業
労
働
を
伺
値
尺
皮
と
し
う
る
、
こ
う

ル
I
ク
は
考
え
て
い
る
〈
え
・

@
i
g芯
J

司
H・
H
-
n
z
u
・
3
。
さ
て
、
右
の

よ
う
に
食
物

i
|特
に
小
麦
|
|
の
効
用
を
価
値
の
源
泉
と
し
、
農
業
労

働
賃
金
と
小
麦
価
格
と
の
比
率
を
一
定
と
し
、
支
配
農
業
労
働
を
何
倍
尺

度
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
小
麦
生
産
量
の
増
大
は
小
麦

価
値
の
増
大
を
意
味
す
る
。

さ
て
、
ル

l
ク
は
「
土
地
の
地
代
と
は
年
生
産
に
必
要
な
労
働
と
資
本

と
の
費
用
を
支
払
っ
た
後
に
残
る
剰
余
生
産
物
で
あ
り
」
、
「
地
代
は
年
生

産
の
費
用
に
入
ら
ず
、
穀
物
の
白
然
ま
た
は
必
要
価
格
の
い
か
な
る
部
分

ジ
ョ
ン
・
ル
!
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

も
構
成
し
な
い
」
と
規
定
す
る
ハ
@
L安
子
百
・
品
N

・
2
)。
こ
の
規
定
を
先

の
価
値
論
と
結
合
さ
せ
る
と
、
あ
る
土
地
で
の
耕
作
方
法
・
農
業
用
具
等

の
改
良
に
よ
っ
て
等
量
の
資
本
と
労
働
と
の
投
入
が
以
前
よ
り
も
多
量
の

小
麦
を
産
出
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
利
潤
率
一
定
と
す
る
な
ら
ば

l
!他

の
土
地
で
の
生
産
性
の
よ
昇
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
|
|
、
そ
の
土
地
で

の
小
麦
生
産
量
の
増
分
が
そ
の
ま
ま
地
代
増
分
の
価
値
を
あ
ら
わ
す
こ
と

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ル

i
ク
の
価
値
論
で
は
、
結
局
、
小
麦
そ
れ
白

体
が
一
定
の
価
値
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
小
麦
生
産
量
の
増
大
は
そ

の
ま
ま
価
値
量
の
増
大
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ル

i
ク

は
、
地
代
上
昇
は
リ
カ

i
ド
ウ
の
い
う
よ
う
に
収
穫
漸
減
に
よ
っ
て
生
ず

る
の
で
は
な
く
て
「
資
本
の
自
然
な
蓄
積
・
知
識
の
増
加
・
よ
り
大
き
な

勤
勉
・
同
種
の
利
点
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
個
人
の
労
働
の
よ
り
効
率
的

な
生
産
諸
力
」
か
ら
生
ず
る
、
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
ハ
@
h
F
R・
-
司
-

m
3
0
簡
単
に
い
う
と
、
「
地
代
は
・
・
・
生
産
的
労
働
の
追
!
加
的
諸
力
に
比

(
4〉

例
し
て
上
昇
す
ろ
し
(
④

LEt--
喧
-
ω
U
C
〉
。
そ
し
て
、
労
働
生
産
力
の
上

昇
は
基
本
的
に
は
「
よ
り
潤
沢
な
資
本
の
投
下
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
令
『
③
包
ミ
・
ヲ
包
D
f
臼唱。。

し
た
が
っ
て
、
商
工
業
の
発
達
は
農
業
人
口
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に

農
産
物
へ
の
市
場
を
拡
大
し
、
そ
し
て
農
業
経
営
を
大
規
模
化
し
・
過
剰

な
入
手
を
除
去
し
、
更
に
、
資
本
投
下
の
増
大
に
よ
っ
て
労
働
生
産
力
を

上
昇
さ
せ
、
こ
う
し
て
地
代
の
上
昇
を
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都

市
繁
栄
に
よ
る
都
市
で
の
地
価
上
昇
は
別
と
し
て
も
、
農
業
地
代
上
昇
は

農
地
の
価
格
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。

1
1
1

「
都
市
が
繁
栄
す
る
の
に
比
例

一
八
九



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

し
て
農
村
の
富
は
増
大
す
る
」
〈
@
L
ヨ
ト
・
目
γ
品同日)。

ハ
1
)

な
お
「
世
界
の
工
場
」
と
い
う
表
現
は
随
所
に
み
ら
れ
る
。
「
世
界
最
良

の
工
場
」
、
「
世
界
の
製
造
工
場
」
、
「
世
界
で
最
も
便
利
な
ヱ
場
」
、
「
全
世
界
の

た
め
の
工
場
」
ハ
@
h
s
ξ
ミ
・
同
)
・
H
U
G
-

ロ
ゲ
ニ
タ

2
3
0

(

2

)

ま
た
、
「
蒸
気
機
関
、
す
な
わ
ち
、
あ
の
強
大
な
力
の
リ
パ
イ
ア
サ
ン
は

:
・
自
己
の
ま
わ
り
に
新
世
界
を
ひ
ら
い
た
」
(
⑤
の
喜
雪
量
N

喜
子
百
・

5
3。

(
3
〉
す
な
わ
ち
、
「
人
口
と
生
活
資
料
ハ
5
2
5
ぇ
E
Z
U件
。
ロ
円
。
)
と
は
ひ

と
つ
の
鎖
の
不
可
分
の
環
で
あ
る
か
ら
、
人
口
は
生
活
資
料
と
同
一
歩
調
を
と

る
傾
向
が
あ
る
」
(
@
宮
室
町
、
予
官

-50

(
4
〉
し
た
が
っ
て
、
ル
l
ク
は
リ
カ
1
ド
ウ
の
下
降
序
列
に
基
づ
く
差
額
地
代

論
を
「
地
代
に
つ
い
て
の
空
論
」
(
@
C
S
ミ
ミ
遣
さ
?
官
-

M
由
。
と
批
判
す

る
l
|但
し
、
と
の
場
合
、
マ
ル
サ
ス
も
同
罪
と
さ
れ
て
い
る
l
i
。
ま
た
、

リ
カ
l
ド
ウ
は
「
空
中
楼
閣
シ
ス
テ
ム
の
著
者
」

(
G
N
E
K
-
-
H
Y

沼
田
〉
と

さ
れ
、
彼
の
理
論
の
抽
象
性
・
農
業
知
識
の
欠
如
は
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
ハ
ロ
同
-

Q

U

H
諸由史町、』
"

0
・同
-
u
-
M∞由凶∞斗岨

ω
∞由〉。

五

以
上
の
よ
う
に
、
商
工
業
の
発
達
は
農
業
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
。
そ
し

て
、
商
工
業
の
発
達
を
も
た
ら
す
要
因
は
自
由
貿
易
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
自
由
貿
易
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
的
諮
関
係
を
調
整
し
、

社
会
の
一
般
的
諸
利
益
を
】
調
和
し
、
そ
し
て
富
に
係
わ
る
か
ぎ
り
で
の
人

間
の
幸
福
の
限
界
〔
と
い
っ
た
も
の
〕
を
拡
張
す
る
」
(
@
営
室
町
ミ
裕
司
・

2
由
1
8
3
0
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
世
界
の
工
場
」
で
あ
り
、
「
地
上
の

国
々
の
な
か
で
最
大
の
生
産
諸
力
を
有
し
て
い
る
」
(
@
L
E
F
司
・

5
3

一九
O

の
だ
か
ら
、
自
由
貿
易
が
普
及
す
れ
ば
綿
製
品
・
羊
毛
製
品
・
麻
製
品
・

絹
製
品
・
金
属
類
・
掬
器
類
の
輸
出
の
増
大
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

「
大
プ
リ
テ
ン
の
真
の
政
策
方
針
は
、
明
ら
か
に
す
べ
て
の
国
民
を
自
由

貿
易
の
普
遍
的
な
採
用
に
引
き
い
れ
ろ
こ
と
で
あ
る
h
e
b
h
h
-
司

8
3。

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
右
の
よ
う
な
工
業
品
を
輸
出
す
る
と
し
て
、
何
を

輸
入
す
る
の
か
。
原
材
料
・
晴
好
品
・
存
修
品
、
そ
れ
に
掛
併
で
あ
る
。
ハ
1
)

そ
し
て
、
穀
物
輸
入
を
制
限
し
て
い
る
穀
物
法
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

外
国
貿
易
と
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
「
交
易
の
相
友
性
」
を
基
礎
と
す
る
も

の
だ
か
ら
、
穀
物
法
は
穀
物
輸
入
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
穀
物
輸

出
国
の
購
買
力
を
制
限
し
、
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
輸
出
を
制
約
す
る
の
で
あ

(
2
)
 

る
。
そ
し
て
、
先
に
み
た
よ
う
に
商
工
業
の
発
達
は
農
業
の
繁
栄
を
も
た

ら
す
の
だ
か
ら
、
工
業
品
輸
出
を
制
約
し
、
ヱ
業
の
繁
栄
を
害
す
る
穀
物

法
は
「
結
局
、
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
も
右
中
d

」
な
の
で
あ
る

(
④
包
ミ
・
・
唱
・
ピ
N
〉
。
現
に
、
今
日
で
は
人
口
が
増
大
し
、
か
つ
穀
物
輸

入
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
に
穀
物
価
格
が
低
く
、
ブ
ァ
!
?
ー
が
破
産

し
、
地
代
の
支
払
は
滞
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
穀
物
法
に
よ
る
ヱ
業

品
輸
出
の
制
約
の
た
め
に
、
農
業
か
ち
過
剰
な
入
手
が
引
掲
げ
ら
れ
て
工

業
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
こ
う
し
て
農
産
物
へ
の
市
場
が
狭
め
ら

れ
て
い
る
う
え
に
、
過
剰
な
人
手
が
過
剰
な
穀
物
を
生
産
す
る
か
ら
で
あ

(
3
)
 

る
ハ
ロ
同
-
e
i『
忠
弘
よ

HV-ω
コ)。

さ
て
、
右
の
ル

l
ク
の
議
論
は
一
応
、
筋
と
し
て
は
通
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
商
工
業
の
発
達
は
農
業
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
の
だ
か
ら
、
商
ヱ

業
の
発
達
を
害
す
る
穀
物
法
は
農
業
の
繁
栄
を
害
す
る
、
し
た
が
っ
て
穀



物
法
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
廃
止
は
結
局
、
農
業
を
繁
栄
さ

せ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
議
論
に
は
一
つ
の
前

提
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
穀
物
法
廃
止
↓
穀
物
自
由
輸
入
が
イ
ギ
リ
ス
農
業

を
破
壊
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
が
破
壊

さ
れ
な
い
条
件
は
、
穀
価
の
暴
落
が
生
ぜ
ず
、
輸
入
穀
物
量
が
少
量
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
穀
作
か
ら
畜
産
へ
の
転
換
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
l
ク
は
穀
物
法
を
廃
止
し
て
も
、
穀
価
の
暴
落
が
生
ぜ
ず
、
輸
入
穀
物
量

は
少
量
で
あ
る
と
考
え
る
、
し
か
も
、
商
工
業
の
発
達
↓
人
口
増
加
に
よ

っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
生
産
量
は
む
し
ろ
増
大
す
る
と
考
え
、
同
時
に
、

農
業
生
産
内
部
で
の
穀
物
の
比
重
の
低
下

(
H都
市
近
郊
農
業
の
発
展
)

に
も
ふ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
こ
と
に
し
て
、
穀

物
法
廃
止
に
よ
っ
て
穀
価
の
暴
落
は
生
ぜ
ず
、
ま
た
輸
入
穀
物
量
は
少
量

で
あ
る
と
す
る
、
ル

i
ク
の
理
由
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
リ
カ

l
ド
ウ
は
『
農
業
保
護
論
』
に
お
い

て
、
十
シ
リ
ン
グ
の
固
定
関
税
に
よ
る
穀
物
の
自
由
輸
入
を
提
案
し
た

が
、
そ
の
際
彼
は
「
わ
れ
わ
れ
が
輸
入
す
る
〔
穀
物
の
〕
分
量
が
莫
大
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
人
々
と
私
は
意
見
を
異
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
の
理
由
は
外
国
で
の
穀
物
生
産
の
増
大
は
劣
等
地
耕
作
を
進
展

(
4
)
 

さ
せ
て
、
輸
出
穀
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ル

l
ク
は
リ
カ

i
ド
ウ
の
よ
う
に
収

穫
漸
減
法
則
を
と
ら
な
い
。
穀
物
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
穀
価
の
暴
落
が
生

ぜ
ず
、
ま
た
輸
入
穀
物
量
が
少
量
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ル

l
ク
は

ー
ー
サ
l
・
へ
ン
リ
l
・
パ
!
ネ
ル
の
穀
物
自
由
貿
易
へ
の
改
宗
の
一
因

ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

と
な
っ
た
|
|
一
八
二
六
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』

の
結
論
を
基
本
的
に
利
用
し
つ
つ
、
同
時
に
、
自
由
貿
易
と
内
外
で
の
穀

価
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ル

l
ク
独
自
の
歴
史
的
検
討
に
基
づ
い
て
論
証

す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
ル

l
ク
は
貨
幣
数
量
説
に
基
づ
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
穀
価
の
上
昇
を
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
下
院
の
命
を
受
け
て
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
産
穀
物
が
常
時
イ
ギ
リ

ス
市
場
に
入
り
う
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
法
律
を
変
更
し
た
」
場
合
に
、

「
〔
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
〕
ピ
ス
ラ
川
(
忌
叩
話
回
E
E
)
を
通
じ
て
バ
ル
ト
海
と

面
す
る
諸
地
域
」
に
お
い
て
「
ど
れ
ほ
ど
の
耕
作
拡
大
が
生
じ
そ
う
で
あ

る
か
」
を
検
討
し
た
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
『
報
告
』
は
一
八
二
六
年
二
月
二

(
5〉

一
日
に
下
院
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
本
『
報
告
』
は
、
付
一
八

O
了
1

0
五
年
に
お
け
る
右
地
域
か
ら
の
穀
物
輸
出
の
急
増
は
、
一
七
九
一
年
の

イ
ギ
リ
ス
で
の
穀
物
法
改
訂
、
一
七
九
六
一
八

O
一
年
の
穀
物
輸
入
へ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
の
授
与
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
穀
物
不

足
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
不
作
と
い
っ
た
戦
争
下
で
の
一
時

的
事
情
が
右
地
域
で
の
穀
物
生
産
の
増
大
を
刺
激
し
た
結
果
で
あ
っ
た
こ

と
、
同
し
か
し
、
そ
の
聞
の
年
平
均
小
麦
輸
出
量
五
五
万
ク
オ
ー
ダ
ー
は

|
|
|
実
際
に
は
、
そ
の
一
二
分
の
二
し
か
イ
ギ
リ
ス
に
は
輸
入
さ
れ
な
か
っ

た
が
1

i
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
消
費
量
の
十
二
日
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、

日
現
在
で
は
、
右
地
域
で
の
小
麦
生
産
量
は
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
将

来
、
前
述
の
よ
う
な
耕
作
拡
大
を
も
た
ら
す
事
情
が
再
現
す
る
と
は
思
え

な
い
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
小
麦
輸
出
且
一
塁
は
一
八

O
一
l
O五
年
の
よ
う

に
大
量
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
同
し
た
が
っ
て
「
一
ク
オ
ー
ダ
ー
当
た
り

九



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス

一
O
も
し
く
は
一
二
シ
リ
ン
グ
の
関
税
が
わ
が
国
で
課
せ
ら
れ
れ
ば
、

〔
国
内
で
の
小
麦
〕
価
格
が
六

O
i六
四
シ
リ
ン
グ
と
仮
定
す
る
場
合
に

は
、
ピ
ス
ラ
川
流
域
で
の
耕
作
拡
大
に
非
常
な
努
力
を
向
け
さ
せ
る
ほ
ど

(
6
)
 

の
利
益
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
し
た
。
つ
ま
り
、
ジ
エ
イ
コ
プ

の
結
論
は
、
「
大
陵
で
の
穀
物
剰
余
が
現
実
に
も
、
ま
た
潜
在
的
に
も
極

(
7
)
 

め
て
少
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

ル
i
ク
は
右
の
ジ
エ
イ
コ
プ
の
結
論
を
暗
黙
の
前
提
と
し
つ
つ
、
⑥

同
之
内
吋
喝
、
白

h
F
H∞N
∞
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
穀
物
の
自
由
貿
易
を
お
こ
な
っ
て
も
「
わ
が
国
を
充
満
さ
せ
る
恐
れ

の
あ
る
よ
う
な
大
量
の
穀
物
が
外
岡
か
ら
来
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ

れ
ほ
ど
大
量
の
穀
物
が
イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
前
に
、

こ
の
穀
物
は
必
ら
ず
大
陸
の
大
き
な
海
港
都
市
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
〔
だ
が
、
〕
こ
れ
ら
の
都
市
は
白
己
の
周
辺
で
の
食
料
全
般
に
対
す

る
需
要
を
増
進
さ
せ
る
所
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
穀
物
の
公
開
貿
易
が

も
た
ら
す
に
ち
が
い
な
い
〔
穀
物
輸
出
同
で
の
〕
商
業
の
繁
栄
と
〔
諸
物

の
〕
高
価
格
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
〔
穀
物
へ
の
〕
国
内
需
要
を

輸
出
さ
れ
う
る
全
穀
物
量
の
一

O
倍
に
も
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
外
国
穀
物
の
自
由
輸
入
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス

が
牧
草
地
に
な
る
と
い
う
恐
れ
は
、
こ
れ
ま
で
一
国
民
を
こ
わ
が
ら
せ
た

(
8
U
 

う
ち
で
最
も
根
拠
の
な
い
幽
霊
の
一
つ
な
の
で
あ
る
」
(
@
忌
ミ
J
H
Y

即日)。

こ
の
文
章
は
、
結
局
、
穀
物
輸
出
国
の
一
定
量
の
穀
物
輸
出
は
そ
の
国
の

富
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
穀
物
需
要
を
増
大
さ
せ
、
こ
う
し
て
そ

こ
で
の
穀
価
を
上
昇
さ
せ
て
、
大
量
の
穀
物
輸
出
を
不
可
能
に
す
る
と
述

九

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
右
の
文
章
に
お
い
て
穀
物
と
は
事
実
上
小
麦
を
意
味
し
て
い

る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
プ
ロ
シ
ャ
で
の
富
の
増
大
に
基
づ
く
小
麦
需
要
の

大
増
加

(
U輸
出
量
の
一

O
倍
)
と
い
う
想
定
は
、
ま
っ
た
く
非
現
実
的

な
も
の
だ
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ジ
エ
イ
コ
プ
の

『
報
告
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
シ
ャ
で
の
生
産

者
大
衆
の
貧
困
は
小
麦
の
消
費
を
許
さ
ず
、
生
産
さ
れ
た
小
麦
の
ほ
と
ん

(

9

)

 

ど
す
べ
て
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ル
i
ク
は
更
に
、
一
七
世
紀
中
葉
か
ら
一
八
二

0
年
代
ま
で
の
穀
物
貿

易
の
状
態
(
自
由
か
制
限
か
)
と
イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
価
格
と
の
関
係
・
一

八
世
紀
は
じ
め
か
ら
一
八
二

0
年
代
ま
で
の
穀
物
貿
易
の
状
態
と
イ
ギ
リ

ス
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
の
小
麦
価
格
の
比
率
と
の
関
係
を
検
討

し
、
次
の
結
論
を
引
出
す
。
す
な
わ
ち
、
パ
門
「
外
国
穀
物
貿
易
の
最
も
制

限
の
な
い
、
ま
た
最
も
多
量
の
輸
入
が
な
さ
れ
て
い
る
期
間
に
は
、
わ
が

国
は
最
も
繁
栄
し
て
お
り
、
ま
た
穀
物
の
平
均
何
絡
は
最
高
で
あ
る
こ

と
」
、
そ
し
て
、
輸
入
制
限
の
下
で
は
穀
他
は
下
山
洛
し
て
い
る
こ
と
(
⑥

片
足
子
ロ
・
タ
由
l
u
)

。
同
「
外
国
穀
物
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
自
由
輸
入
が
許
可

さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
外
国
で
の
穀
何
と
国
山
口
市
場
で
の
そ
れ
と
の
比
率

は
同
需
に
よ
り
近
づ
く
と
い
う
結
果
が
必
ら
ず
生
じ
て
お
り
、
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
国
内
産
穀
物
の
価
格
低
下
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
外
国
で

の
穀
価
の
大
き
な
上
昇
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
」
ハ
@
L
g
ミ
・
・
同
)
・

8
)

で
あ
る
。
付
の
理
由
は
、
第
一
に
、
自
由
貿
易
は
イ
ギ
リ
ス
の
商
工
業
を

発
達
さ
せ
て
穀
物
に
対
す
る
国
内
市
場
を
広
げ
、
穀
物
需
要
を
増
加
さ
せ



る
か
、
り
で
あ
り
、
第
二
に
、
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
は
穀
物

を
含
め
た
全
輸
入
よ
り
大
き
く
、
こ
の
結
果
、
貴
金
属

(
1貨
幣
と
考
え

ら
れ
る
)
量
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
り
(
え
・
@
H
S
ミ
ミ
・
官
・
8
3
、
第

三
一
に
、
自
由
貿
易
は
諸
国
民
の
富
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ
が
結
局
、
ア
メ
リ

カ
の
鉱
山
か
ら
の
貴
金
属
の
供
給
を
増
大
さ
せ
て
、
各
国
の
貨
幣
価
値
を

低
下
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
ハ
え
・
@
句
、

2

3
、足、
-
u
-
叶
印
)
。
同
の
理
由

は
、
先
に
み
た
よ
う
に
穀
物
輸
出
国
で
の
一
定
の
穀
物
輸
出
に
基
づ
く
富

(
凶
)

の
増
大
が
穀
物
に
対
す
る
園
内
需
要
を
急
増
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

し
て
「
自
由
貿
易
は
圏
内
な
ら
び
に
外
国
の
両
方
の
荷
物
倒
の
主
原
因
な

の
で
あ
る
」
ハ
@
H
S
ξ
ミ
・
喧
-
ω
2・
傍
点
は
ル
l
F
)
。

こ
う
し
て
、
ル

l
ク
は
、
穀
物
法
を
廃
止
し
て
も
穀
物
輸
入
は
少
量
で

あ
る
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
穀
価
は
上
昇
す
る
こ
と
、
何
時
に
外
国
で
の

穀
価
も
よ
り
以
上
の
比
率
で
上
昇
す
る
こ
と
を
結
論
す
る
。
こ
の
結
論
の

う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
穀
価
の
上
昇
と
い
う
点
で
は
ル
|
ク
は
完
全
に
誤

っ
た
が
、
と
も
か
く
も
、
穀
物
法
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
の
穀
価
を
大
き
く
急

落
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
量
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
の
翰
入
を
も
た
ら
し
は

し
な
い
と
い
う
点
で
は
、
見
通
し
は
誤
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ル

l
ク
は
、
五
O
M
m
の
穀
物
供
給
の
増
加
が
必
要
な
場
合
を
例
に
と
っ
て
、

最
初
は
イ
ギ
リ
ス
工
業
品
と
交
換
に
外
国
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
が
、
工
業

品
輸
出
増
大
に
よ
る
ヱ
業
の
発
達
が
農
業
の
改
良
を
も
た
ら
し
、
結
局
、

「
五
O
M
の
追
加
供
給
分
と
し
て
外
国
穀
物
が
輸
入
さ
れ
る
の
で
は
な
く

て
、
主
O
%
の
う
ち
の
四
五
%
が
園
内
で
生
産
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
@

h
b
R
-
唱
・
8
φ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
国
穀
物
輸
入
は
国
内

ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス

農
業
改
良

L
穀
物
生
産
増
大
の
た
め
の
呼
び
水
の
役
割
を
負
わ
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

〈

1
〉
穀
物
法
廃
止
と
い
う
主
張
は
@
句
"
も
』
喜
善
ミ
‘
5
5
以
来
な
さ
れ
て
い

る
(
円
同
・
@
h
b
h弘
-
w

目v
・
2
・
5
0
5
3
。

ハ
2
〉
そ
れ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
制
限
政
策
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ

に
工
業
化
の
途
を

l
l
「
農
業
改
良
が
ア
メ
リ
カ
の
最
大
の
利
益
で
あ
る
」
に

も
か
か
わ
ら
ず
|
|
強
制
す
る
か
も
し
れ
な
い
(
巳
・
@
守
室
町
ミ
・
司
・
8
8
。

(

3

)

但
し
、
低
穀
価
の
原
因
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
貨
幣
の
減
少
で
あ

る
。
こ
の
点
は
本
稿
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

(
4
)
E
E
E。
・
可
。
、
F
S
-
-
H
〈
・
司
・
出
品
印
・
(
前
掲
訳
、
三
一
四
三
一
五

ベ
!
ジ
。
)

(
5
)
本
『
報
告
』
は
、
ぬ
と
常
連
S
H
Q
ミ

bsミ
G
F
N
ロ
ハ
同

ω
耳
目
。
♂
〈
色
-
M
〈

に
載
っ
て
い
る
。
以
上
は
忌
芯
J
8
0
・

(

6

)

ロ
同
-
H忠
弘
J
A
H
∞
印
品
∞
∞
・
但
し

s
・
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
ジ

エ
イ
コ
プ
の
結
論
は
長
期
的
に
は
正
し
か
っ
た
が
、
約
一
五
年
早
す
ぎ
た
。
す

な
わ
ち
、
北
西
宮
l
ロ
ッ
パ
で
慢
性
的
な
穀
物
不
足
が
生
じ
た
の
は
一
八
四
0

年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た

9
・
p
t
ュ5

三
E
Z
5
0
H
o
g
H
F
s

(UEE円
可
。
。
『
ロ
F
国
司
円
。
円
。
図
的
広

OHE切
h
s
h
p・均
2
・
N
白
血

mo
ユg
u

A

句。
--M
∞・国0・

ω
・H曲目印)。

な
お
、

J
・
R
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
一
八
四
一
年
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
五
シ
リ
ン
グ
の
固
定
関
税
が
襖
せ
ら
れ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
輪

送
費
用
等
を
含
め
た
小
麦
価
格
は
五
二
シ
リ
ン
グ
程
度
に
な
り
、
一
八
三

O
i

四
O
年
の
聞
の
イ
ギ
リ
ス
の
平
均
価
格
五
七
シ
リ
ン
グ
と
は
五
シ
リ
ン
グ
の
差

し
か
な
い
し
、
五
シ
リ
ン
グ
の
価
格
下
落
は
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い

一
九
三



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

と
。
そ
し
て
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
農
業
改
良
の
進
行
に
期
待
を
よ
せ
て
、
「
実
際
、

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
リ
ス
ト
は
穀
物
法
の
全
面
的
で
無
条
件
の
廃
止
か
ら
さ
え
何

も
恐
れ
る
も
の
は
な
い
。
こ
う
し
た
方
策
は
疑
い
も
な
く
極
め
て
不
公
正
で
あ

り
、
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
。
:
:
:
〔
だ
が
、
こ
の
方
策
が
実
施
さ
れ
て
も
〕
そ

れ
は
一
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
も
耕
作
か
、
勺
投
げ
だ
さ
な
い
で
あ
ろ

3
し
、
地
代

に
そ
れ
ほ
ど
影
響
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
o

し
か
も
彼
は
豊
作
時

に
は
穀
物
輸
出
が
生
ず
る
こ
と
さ
え
想
定
し
、
固
定
関
税
に
等
し
い
額
の
一
一
反
し

税
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
(
口
戸
」
河
・
云
広
三
日
。
↑
ロ
y

h
芝
、
言
ミ
句

ミ
富
岡
、
ミ
な
馬
。
¥

H

F
町
、
ミ
h
n
H
E
K

マS
Q害

D
Eミ
言
書
偽
旬
。
¥
同
志

、
3
b
Eミ
均
も

E
N
ミ
H
E
2な
た
芯

h
n。
ミ
ト

b
g
-
2色町
P

G

L
『道、
2
千

三
。
活
設
同
居
内
町
、
句
岡
、
。
札
。
」
、
RN

室。
nHAWWBGHぬ

¥
N
H
ミ
ロ
ミ
司
、
。
誌
、
。
、
2.ha

。
。
、
お
芭
F

S

駒
内
噂
崎
町
内
、
町
民
¥
。
、
向
。
吉
富
お
も
H
N
G
P

出
H
F
O
己・

5
品目・官
-
M
m
i
g
-

U
臼
i
U
品・出回〉。

な
お
、
リ
カ
l
ド
ウ
も
七
シ
リ

Y
F
の
一
戻
一
し
税
を
提
案
し
た
こ
と
は
す
で
に

ふ
れ
た
が
、
彼
の
場
合
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ァ

1
7
!
と
外
国
の
穀
物
生
産
者

と
の
競
争
条
件
の
均
等
化
と
い
う
、
か
な
り
理
論
的
な
理
由
で
一
反
し
税
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
マ
カ
ロ
ッ

F
の
場
令
に
も
当
然
そ
う
し
た
理
由
が
第
一
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
彼
は
穀
物
輸
出
の
必
要
性
が
生
ず
る
こ
と
を
極
め

て
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
八
三
五
年
に
八
シ
リ
ン
グ
の
戻
し

税
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
「
プ
リ
テ
ン
産
穀
物
の
:
:
大
田
且
の
輸
出
」
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
ハ
H
E
t
-
-
u
・
8
2
)。

一
八
四
一
年
の
時
点
に
お
い
て
、
マ
カ
ロ
ツ
グ
が
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
出
の

可
能
性
を
想
定
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。

(

7

V

切
。
可
(
日
出
口
H
o
p
q
o、、
p
h
Q句h
y
n
s
弐
苦
語
、
向
。
一
司
Fmw

町
内
。
豆
諸
吉
町

、
。
~
町
内
詰
旬
。
L

「
H
P
R
W

吋
。
、
し
可
。
吉
町
、
道

一
九
四

(
8
〉
穀
作
を
放
棄
し
て
牧
畜
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
た
と
え

ば
次
の
諸
著
に
み
ら
れ
る
。

W
-
w
・
ウ
イ
ッ
ト
モ
ア
|
|
「
人
口
増
加
の
第

一
の
効
果
は
や
せ
た
放
牧
地
を
耕
地
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
人
口
増
加

の
究
極
の
効
果
は
耕
地
の
か
な
り
の
部
分
を
肥
沃
な
牧
草
地
や
放
牧
地
に
再
転

換
す
る
こ
と
で
あ
る
」
(
者
・
4

司
・
毛
主
昨
日
0
5
h
h
ミ
常
、
芯

H
r
b
Rな
3

。
¥
匂
2
・札
h
s
s
ミ
h
y

足
、
。
芯
同
』
芯
向
。
、
a
h
Qさ
F
M
m
w
M
d
w

百
叶
凸
叶
叶
一
)
o
E
-

G
・
ウ
ェ
イ
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
|
|
「
イ
ギ
リ
ス
の
土
質
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
気

候
は
穀
物
の
生
産
に
適
す
る
よ
り
も
穀
物
以
外
の
食
料
の
生
厳
に
一
一
層
適
し
て

い
る
」
(
開
・
。
・
宅
島
。
『

E
P
同
R
m
否
ミ

2
弘
与
室
内
コ

2
・

5
2
〈話司・

5
3〉・唱
-
E
U・
中
野
正
訳
『
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
』
第
二
分
冊
、
二
三
ペ

ー
ジ
)

c

ハ
9
)

門
町
・
、
白
ミ
H.sa吉
岡
白
、
H
b
S白
H
8・。司・

2
F
・
hpcu
・
ぉ
f
t
u
・

(

ω

)

こ
の
場
合
、
穀
物
輸
出
国
の
富
の
増
大
と
は
工
業
化
を
意
味
し
て
い
な

い
。
「
大
プ
リ
テ
ン
に
と
っ
て
の
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
と
っ
て
の
サ
ア
ォ

l
p
や
ノ
l
フ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
門
穀
物
生
監
〕
諸
州

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
ハ
@
片
足
豆
、
子
官

ω
4
3
0
と
す
る
と
、
ド
イ
ツ
や

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
エ
業
化
の
途
も
進
ま
ず
、
ま
た
、
穀
物
輸
出
も
少
量
し
か
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。:t¥: 

以
上
の
よ
う
に
、
穀
物
法
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
を
破
壊
す
る
こ
と
な

く
、
穀
物
法
廃
止
↓
工
業
品
輸
出
増
大
↓
商
工
業
発
達
↓
農
業
の
改
良
と

い
う
論
理
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
結
論
し
た
ル

l
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
の

将
来
を
以
下
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
八
二
一

0
年
代



(

l

)

 

か
ら
進
行
し
だ
し
た
ハ
イ
・
フ
ァ

i
ミ
ン
グ
と
直
接
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ル
l
ク
は
都
市
の
成
長
が
都
市
近
郊
農
業
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
が
ハ
え
・
@
な
吉
町
三
官
・
由
也
、
彼
が
基
本
的
な
農
業
様
式
と
し
た

も
の
は
混
合
農
業
(
自
交
え
田
宮
Z
E
C同

F5σ
山
口
仏
弓
)
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
「
労
働
の
節
約
に
十
分
叶
う
た
め
に
は
、
農
場
は
肥
沃
な
牧
草

地
・
放
牧
地
・
耕
地
の
適
切
な
る
混
合
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
加
え

て
、
良
好
な
道
路
や
近
接
し
た
市
場
と
い
う
便
宜
と
、
外
来
の
肥
料
・
そ

れ
ら
が
必
要
な
所
で
は
排
水
用
材
料
・
ま
た
追
加
的
資
本
投
下
を
奨
励
す

る
よ
う
な
他
の
す
べ
て
の
必
安
物
を
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
と
が
必
要
で

あ
る
。
;
・
:
畜
産
と
耕
作
と
の
適
当
な
混
合
は
思
産
的
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
の

前
進
に
最
も
好
都
合
で
あ
る
い
ハ
@
L
g
h
t
・
-

M

U

・
ι
白
色
町
)
。

右
の
文
章
は
ハ
イ
・
フ
ァ
!
ミ
ン
グ
の
技
術
的
諸
契
機
を
含
む
と
と
も

に
、
資
本
投
下
の
増
大
と
労
働
の
節
約
と
を
強
調
す
る
点
で
、
ハ
イ
・
フ

ァ
!
ミ
ン
グ
の
経
済
的
内
容
と
合
致
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ル

l
ク

の
居
地
西
カ
ン
バ
!
ラ
ン
ド
は
湿
地
が
多
か
っ
た
な
め
に
、
絞
は
混
合
農

業
の
前
進
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
排
水
を
最
も
重
視
し
た
(
広
・
@
門
U
Eー

~。h
k
-

唱-
U
O
U
t
u
-
3
0

何
時
に
、
彼
は
交
通
の
整
備
の
必
要
を
説
き
、
特

に
鉄
道
建
設
を
提
案
し
て
い
る
。
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
の
主
都
カ
!
ラ
イ
ル

ハの担門戸

EO)
と
ニ
ュ

i
キ
ャ
ス
ル
と
が
鉄
道
で
結
ば
れ
た
の
は
⑧

G
2・

Noh-

の
出
版
さ
れ
た
一
八
三
八
年
で
あ
り
、
カ
l
ラ
イ
ル
と
ラ
ン
カ
ス

タ
!
と
が
結
ば
れ
た
の
は
一
八
四
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
鉄
道

建
設
は
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
の
農
業
の
発
展
の
一
悶
と
評
価
さ
れ
て
い
る

ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
ヱ
場
」
イ
ギ
リ
ス

〈

2
)
が
、
ル

l
ク
は
⑧
の
さ
な
告
で
は
、
他
に
、
ヵ

i
ラ
イ
ル
と
グ
ラ
ス
ゴ

ウ
と
の
連
絡
を
提
案
し
て
い
る
。
更
に
ル

I
ク
は
、
リ
ヴ
ァ
プ

l
ル
・
ブ

リ
ス
ト
ル
・
ニ
ュ

l
キ
ャ
ス
ル
・
ハ
ル
・
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
す
る
人
口

二

O
O万
の
各
地
域
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ゥ
ェ

l
ル

ズ
を
連
結
す
る
人
民
国
的
鉄
道
網
の
確
立
の
必
要
を
説
く
が
ハ
広
・
@
L
吉
弘
・

甘

-
M
S
8
6、
こ
う
し
た
交
通
の
整
備
が
商
・
工
・
鉱
業
の
発
達
を
も
た

ら
し
、
結
局
、
農
業
へ
の
市
場
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

の
は
明
白
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
で
の
農
業
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、
ル

l
ク
が
示
し
た
第
一
の
答
え
は
経
営

の
集
中
と
過
剰
な
入
手
の
除
去
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
実
施
せ
し
め
う
る

生
産
力
的
基
礎
と
さ
れ
た
の
が
ハ
イ
・
フ
ァ

i
ミ
ン
グ
な
の
で
あ
っ
た
。

ル
l
ク
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
将
来
を
パ
ラ
色
に
描
く
。
す
な
わ
ち
、
ハ

イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ
は
「
地
力
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無

限
の
期
間
に
わ
た
っ
て
土
地
を
よ
り
活
力
の
あ
り
、
生
産
的
な
状
態
に
す

る
」
ハ
@
L
『
ミ
ミ
ミ
暗
唱
・
ω
さ
)
が
、
こ
う
し
た
状
態
は
資
本
投
下
の
増
大
を

基
礎
と
し
た
労
働
の
「
追
加
的
諸
力
」
の
効
率
化
を
意
味
す
る
か
ら
、
結

局
、
本
稿
の
四
で
み
た
よ
う
に
地
代
上
昇
を
結
果
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
地
主
は
地
代
上
昇
を
み
こ
ん
で
土
地
改
良
投
資
の
増
大
を
実

施
す
る
で
あ
ろ
う
し
〈
広
・
@
」
g
t
・
-
司
・
台
。
〉
、
こ
の
地
主
の
土
地
改
良

投
資
の
増
大
は
フ
ァ

l
マ
l
の
利
益
を
も
た
ら
す
。
ま
た
他
方
で
、
フ
ア

!
?
ー
に
よ
る
資
本
投
下
の
大
小
は
地
主
の
土
地
改
良
投
資
の
効
果
を
左

右
す
る
(
広
・
@
句
史
民
・
幡
宮
・
己
診
。
こ
う
し
て
、
地
主
と
フ
ァ

l
マ
!
と

九
五



ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

は
「
相
互
的
愛
着
と
い
う
紳
」
(
@
i
g
k
J
凹

Y

M
怠
〉
で
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
ル

l
ク
は
こ
う
結
論
す
る
。
す
な
わ
ち
「
ブ
リ
テ
ン
の

農
業
は
、
平
明
で
啓
蒙
的
な
科
学
の
目
で
み
れ
ば
、
生
虚
的
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
が
よ
り
良
い
形
で
遂
行
さ
れ
・
上
り
肥
沃
な
土
地
の
注
意
深
い
耕
作
に

資
本
が
豊
富
に
投
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
・
活
力
あ
る
成
熟
状
態
に
昇
ろ

う
と
し
て
い
る
夜
明
け
の
段
階
に
あ
る
に
す
き
な
い
よ
う
に
み
え
る
は
ず

で
あ
る
。
周
囲
を
海
で
固
ま
れ
た
こ
の
島
の
土
壌
は
、
〔
マ
ル
サ
ス
や
リ

カ

i
ド
ウ
の
よ
う
な
〕
書
斎
に
閉
じ
こ
も
っ
た
学
者
が
考
え
る
よ
う
に
は

決
し
て
疲
弊
し
は
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
リ
ベ
ラ
ル
な
地
主
の
指
揮

と
熟
達
し
た
借
地
農
業
者
の
手
と
の
下
で
、
こ
の
島
の
土
壌
の
多
産
さ
は

年
々
増
大
し
、
ま
た
増
大
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
」
(
@
C
S
な

Ew
司・

印凶叶)。こ
の
よ
う
に
、
土
地
の
生
産
力
の
無
限
の
発
展
を
信
頼
す
る
ル

l
ク

は
、
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

生
活
手
段

(
B
S一
口
悶
え
g
g
z
窓
口
円
巾
)
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
労
働
需
要
に
依
存
し
、
労
働
一
需
要
は
顧
客
の
存
在
に
依
存
し
、

そ
し
て
顧
客
は
商
業
に
よ
っ
て
増
犬
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
「
人
口
原

理
は
〔
マ
ル
サ
ス
の
よ
う
に
農
業
生
産
力
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
て
〕

商
業
よ
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
@
C
S寄
ヰ

室
内
界
司
・

Mg!日出
3
と
。
例
え
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
石
炭
産
出
地
帯
の

外
で
は
食
料
は
豊
富
に
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
工
業
が
発
達
し
て
い
な
い

た
め
に
労
働
需
要
は
小
さ
く
、
低
質
金
と
高
救
貧
税
と
飢
餓
と
が
ま
ん
え

ん
し
て
い
る
の
に
対
し
、
石
炭
産
山
地
帯
の
内
で
は
食
料
生
産
は
そ
の
外

一
九
六

ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
工
業
が
発
達
し
て
い
る
た
め
に
労
働
需
要
が
大
き

(
3〉

く
、
高
賃
金
と
低
救
貧
税
と
が
存
在
す
る
。
「
人
口
の
大
い
さ
は
土
壌
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
よ
っ
て
は
決
し
て
規
制
さ
れ
な
い
」
。
「
一
国
民
は
土
壌

の
不
能
に
よ
っ
て
よ
り
も
労
働
需
要
の
制
限
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
苦
し

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
@
L
g
N
・
p
・
8
・由
U
E
P
ミ甲〉
Q

以
上
の
よ
う
に
、
ル

i
ク
は
あ
く
ま
で
も
商
工
業
の
発
達
と
農
業
の
改

良
と
を
結
び
つ
け
た
。
そ
し
て
、
穀
物
法
廃
止
が
イ
ギ
リ
ス
農
業
を
破
壊

し
な
い
と
い
う
前
提
で
、
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
で
の
農
業

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
続
け
た
ル

i
ク
は
、
そ
れ
を
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン

グ
に
求
め
、
ま
た
ハ
イ
・
フ

7
1
ミ
ン
グ
が
地
主
の
利
益
に
な
る
こ
と
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
7
に
考
え
る
ル

l
ク
に
と
っ
て
は
、
一
八
三
二
年
の
議
会
改
革

は
、
一
方
で
は
、
腐
敗
選
挙
の
ま
ん
え
ん
に
よ
る
一
部
貴
族
の
寡
戸
民
政
治

へ
の
野
望
を
く
じ
く
と
と
に
も
、
他
方
で
は
、
「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な

放
縦
さ
と
い
う
論
客
精
神
公
宮
色
白
血
U
H
C吋
目
立
円
与
え

P
5
0
2
m
w昨日
g
-

]
門
口
叩
ロ
ロ

E
出
口
目
的
問
)
」
を
は
ね
つ
け
、
こ
う
し
て
「
有
害
な
る
両
極
端
」
の

支
配
を
防
い
だ
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
議
会
改
革
は
深
い
腐
敗

状
態
の
下
で
も
「
イ
ギ
リ
ス
政
治
制
度
の
慣
行
が
い
か
に
有
効
に
自
分
自

身
の
保
守
主
義
的
活
力
を
修
復
で
き
る
か
」
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
(
@

h
b
m
m
戸、ロ・
H

仏ゲ一戸印∞
i
M

印由)。

ル
i
ク
は
自
ら
が
属
す
る
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
向
っ
て
、

以
下
の
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
「
す
ぎ
去
り
つ
つ
あ
る
時
を
み
よ
。
時
間

は
偉
大
な
諸
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ウ
イ
ッ
グ
と
ト

i
リ
!
と
の
元
々
の



区
別
は
洗
い
流
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
産
業
上
の
結
合
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
人
口
の
配
分
は
大
き
く
変
化
し
・
・
:
、
国
民
的
門
人
口
〕
移
動
が
な

さ
れ
た
、
こ
れ
は
以
前
の
基
礎
に
基
づ
い
て
党
派
を
形
成
す
る
の
を
不
可

能
に
し
た
。
経
世
門
家
に
ふ
さ
わ
し
い
政
策
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
の
現

実
世
界
に
留
意
す
る
政
策
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
商
業
に
よ
っ
て
現
在
の

状
態
以
な
っ
た
。
現
在
か
ら
み
れ
ば
、
一
七
六
五
年
の
わ
が
国
の
状
態
は

(
4
)
 

夢
に
す
ぎ
な
い
。
王
位
の
安
定
・
貴
族
の
富
・
国
民
大
衆
の
幸
福
は
互
い

に
混
合
し
、
そ
し
て
今
で
は
商
工
業
の
繁
栄
に
よ
っ
て
結
び
あ
わ
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
」
(
③
句
史
ト
・
司
・
自
己
。
そ
し
て
、
穀
物
法
(
更
に
は
、

一
八
一
九
年
ピ

l
ル
条
例
〉
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
わ
が
国
の
社

会
体
制
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
指
導
者
で
あ
る
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
偉
大
な

る
ラ
ン
デ
ィ
ド
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
、
彼
ら
白
身
の
犯
し
た
誤
り
を
除
去

す
る
の
に
同
意
す
れ
ば
:
:
:
、
生
産
諸
階
級
は
彼
ら
を
祝
福
し
、
そ
し
て

国
家
指
導
の
指
南
者
と
し
て
彼
ら
を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
」

(eLEK--
司-

M
M
G
)

ん』。

有
の
ル

l
ク
の
呼
び
か
け
が
1
1
i
サ
1
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
レ
イ
ア
ム

の
場
合
と
違
っ
て
1
1
1
政
治
的
譲
歩
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、

筆
者
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
商
工
業
の
発
達
が
農
業

の
改
良
・
繁
栄
を
先
導
す
る
と
い
っ
た
、
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の

呈
す
る
新
た
な
事
態
|
|
そ
れ
は
「
時
代
精
神
」

(
G
3ミ
ニ
司
自
白
〉
で

も
あ
る
|
|
に
即
応
す
る
こ
と
こ
そ
、
地
主
階
級
の
利
益
で
あ
る
し
、
ま

た
、
彼
ら
の
政
治
的
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
維
持
さ
せ
る
、
こ
う
ル

l

ク
は
考
え
た
。ジ

ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

(
1
〉
ハ
イ
・
フ
ァ
l
ミ
ン
グ
の
経
済
的
内
容
は
ご
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
高
産

出
を
達
成
す
る
た
め
の
資
本
の
高
支
出
」
と
規
定
し
、
そ
の
技
術
的
内
容
は

「
混
合
農
業
」
と
規
定
し
う
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
ハ
イ
・

7
ァ
l
ミ
ン
グ
は

ノ

l
フ
ォ
l
p
農
業
の
延
長
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
排
水
事
業
の
拡
延
、
人

工
肥
料
の
発
見
、
家
畜
飼
料
購
入
め
培
加
、
諸
機
器
類
の
改
良
、
新
知
識
と
発

明
と
の
す
み
や
か
な
受
容
と
い
っ
た
、
そ
れ
に
伴
う
諸
契
機
を
含
め
て
理
解
さ

れ
る
。
毛
利
健
一
二
「
穀
作
農
業
の
発
展
」
、
前
掲
、
一
一
ニ
O

一
一
二
一
ペ
ー
ジ
、

わ

E
E
Z
E
伊
豆
町
田
岡
白
M
J

。h
y

ぇ
F
H
V・
5
U
H由
品
を
参
照
。

(

2

)

門
戸
叶
・
出
・
切
曲
目
白
『
ユ
仏
間
0

・。
H
M

・n
-
H

ニ
官
・
∞
∞
∞
U

・

ハ
3
)

し
か
も
、
石
炭
産
出
地
帯
の
内
で
は
そ
の
外
に
対
し
て
、
農
業
労
働
者
数

と
土
地
の
肥
沃
度
と
の
点
で
劣
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
業
人
口
が
多

く
農
産
物
へ
の
需
要
が
大
き
い
た
め
に
、
地
代
は
よ
り
高
い
の
で
あ
る
〈
広
-

G
C
Q
号
、
芯
謹
喜
子
唱
・

N
4
3
。

(

4

)

そ
の
夢
を
追
っ
た
の
が
ロ
i
ダ
l
デ

l
ル
で
あ
っ
た
。
前
掲
拙
稿
の
完
を

参
照
。

七

ル
l
ク
の
地
代
論
が
小
麦
の
効
用
を
価
値
の
源
泉
と
し
つ
つ
、
等
量
の

資
本
と
労
働
と
の
投
入
が
改
良
に
よ
っ
て
以
前
よ
り
多
量
の
小
麦
を
産
出

す
る
場
合
、
そ
の
小
麦
の
増
分
を
そ
の
ま
ま
地
代
の
価
値
の
増
加
と
み
な

す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
。
ま
た
、
農
業
の
改
良
を
先
導

す
る
商
工
業
の
発
達
が
ア
メ
リ
カ
の
鉱
山
の
貴
金
属
産
出
量
を
増
加
さ
せ

て
、
結
局
、
貨
幣
価
値
の
低
落
を
も
た
ら
し
、
こ
う
し
て
小
麦
価
格
が
上

昇
す
る
、
と
ル

l
ク
が
考
え
た
こ
と
も
す
で
に
ふ
れ
た
。
右
の
ル

i
ク
の

一
九
七



ジ
ョ
ン
・
ル

i
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

地
代
論
に
お
い
て
、
小
麦
の
効
用
と
資
本
の
そ
れ
と
の
計
量
は
理
論
的
に

な
さ
れ
て
い
な
い
し
、
資
本
が
小
麦
で
表
現
さ
れ
て
も
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
ル

I
ク
の
地
代
論
の
理
論
的
混
迷
は
明
白
で
あ
る
。

だ
が
、
ル
!
ク
の
い
う
農
業
改
良
が
、
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
投
下
資

本
の
増
大
と
産
出
且
一
旦
の
そ
れ
以
上
の
増
大
と
で
あ
っ
た
限
り
に
お
い
て

(ル

i
ク
は
こ
れ
を
「
生
産
的
労
働
の
追
加
的
諸
力
」
の
増
大
と
表
現
し

た
て
結
局
は
、
小
麦
価
値
の
低
下
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
ル

l
ク
自
身
、
小
麦
の

b
g
g
m日前田口
a
n
y
g
u
p白
目
白
と
そ
の
高

低
価
格
と
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
合
同
・
@
む
な
ミ
ミ
室
内
主
司

-
H
3
3。

つ
ま
り
、
農
業
改
良
を
も
た
ら
す
商
工
業
の
発
達
は
貨
幣
供
給
を
増
加
さ

せ
て
貨
幣
価
値
を
低
下
さ
せ
、
こ
う
し
て
小
麦
の
高
価
格
を
も
た
ら
す

が
、
農
業
改
良
に
よ
っ
て
小
麦
は
円
吉
田
町
口
四
回
凹
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ル
!
ク
の
予
想
し
た
貨
幣
価
値
の
低
下
が
生
じ

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
麦
は
農
業
改
良
に
よ
っ
て

n
F
S古
口
叩
訟
で
あ

り
、
か
つ
低
価
格
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
穀
物
法
廃
止
は
小
麦
価
格
の
暴

落
と
耕
地
減
少
と
を
直
接
に
は
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
ど
か
ら
、
ル
!
ク

の
い
う
農
業
改
良
は
、
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
資
本
投
下
の
増
大
が
小
麦

価
格
の
低
下
を
伴
い
つ
つ
地
代
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
、
本
稿
の
一
で
み

た
マ
ル
ク
ス
の
例
に
合
致
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ル

l
ク
の
地
代
論
の
混
迷
と
小
麦
価
格
上
昇
と
い
う
予
測

ハ
l
)

の
誤
り
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル

I
ク
の
い
う
農
業
改
良
は
、
や
は
り
地

代
総
額
・
一
ヱ

i
カ
i
ぺ
た
り
の
地
代
を
上
昇
さ
せ
う
る
。

一
八
四
九
年
に
吋
自
由
な
借
地
契
約
の
下
で
の
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ

一
九
八

は
〔
穀
物
法
に
よ
る
農
業
〕
保
護
に
対
す
る
最
良
の
代
替
物
』
(
同
誌
P

町
向
、
還
な
陶
芸

HR出俗、
h
Sミ
ミ
ハ

ugssH目
的

忌

尚

早

偽

札

h
w
R
2
託
宣
な
¥
口
、

H
U
ミ
な
ミ
な
る
と
い
う
著
書
を
あ
ら
わ
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ケ
ア

l
ド
は
、

穀
物
法
廃
止
下
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
方
向
と
し
て
、
穀
作
依
存
か

ら
の
脱
却
と
酪
農
・
肥
畜
の
た
め
の
間

5
2
n
g官
の
生
産
増
大
と
を

(

2

)

 

提
唱
し
た
。
ケ
ア
!
ド
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
七
七

O
年
と
一
八
五

O

年
と
を
比
較
し
て
、
小
麦
の
価
格
は
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
て
い
な
い
が
、
パ

タ
i
・
肉
・
羊
毛
の
価
格
は
七

O

一
O
O
W加
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
そ
し
て
、
商
ヱ
業
の
発
達
に
よ
る
都
市
人
口
の
増
大
と
交
通
機
関
の

改
善
と
は
、
肉
・
バ
タ

l
・
チ
l
ズ
・
ミ
ル
ク
等
の
消
費
の
増
大
と
、

(
そ
う
し
た
農
産
物
の
輸
入
は
困
難
で
あ
る
か
ら
)
イ
ギ
リ
ス
園
内
で
の

(3) 

そ
れ
ら
の
生
産
地
域
の
拡
大
と
を
も
た
ら
す
と
予
想
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
穀
作
か
ら
畜
産
へ
の
転
換
は
、
一
八
五

0
・
六

0
年
代
に
お
い
て
は
、
ル

i
ク
の
提
唱
し
た
混
合
農
業
の
内
部
で

な
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
小
麦
価
格
の
下
落
と
家
畜
仙
橋

の
上
昇
と
い
う
傾
向
の
下
で
、
混
合
農
業
の
内
部
に
お
い
て
最
終
生
産
物

の
穀
物
か
ら
家
畜
へ
移
動
が
徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
こ
の
移
動
は
「
対
応
す
る
土
地
利
用
の
大
き
な
変
化
な
し
に
生
じ

(
4
)
 

た
、
生
産
の
変
化
」
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
変
化
の
欠
如
は
農
業
大
不
況
期
に
そ
の
弱
点
を
露
呈
し
た
。
す
な
わ

ち
、
混
合
農
業
を
基
礎
と
し
た
ハ
イ
・
フ

7
1
ミ
ン
グ
の
成
功
は
「
市
場

の
拡
大
と
価
格
の
高
水
準
し
と
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
空
り
、

「
ハ
イ
・
フ
ァ

1
ミ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
が

i
i
一
八
四
六
年
〔
の



穀
物
法
廃
止
時
〕
に
は
夢
に
も
息
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
|
|
門
外
国
か

ら
の
〕
競
争
の
十
全
な
力
に
さ
ら
さ
れ
た
時
に
は
、
保
護
に
対
す
る
代
替

(

5

)

 

物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
。

だ
が
、
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ
は
一
八
五
一
二
六
二
年
の
、
い
わ
ゆ
る

イ
ギ
リ
ス
農
業
の
黄
金
時
代
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
ル

I
ケ
の

経
済
思
想
ほ
穀
物
法
の
廃
止
を
越
え
て
、
一
八
五

C

六
0
年
代
に
お
け

る
「
大
土
地
所
有
者
の
生
命
の
ね
ば
り
強
き
」
を
見
透
し
え
た
の
で
あ

る。
わ
が
国
の
リ
カ

i
ド
ウ
・
マ
ル
サ
ス
研
究
は
、
一
八
一
五
年
穀
物
法
に

対
す
る
両
者
の
見
解
の
対
立

(
U自
由
貿
易
と
輸
入
制
限
)
と
、
そ
の
見

解
の
対
立
を
理
論
的
に
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
の
両
者
の
『
経
済
学
原

理
』
の
体
系
的
相
違
と
に
着
員
し
、
そ
し
て
、
リ
カ

i
ド
ウ
を
産
業
資
本

の
、
マ
ル
サ
ス
を
地
主
の
経
済
理
論
上
の
代
表
者
と
理
解
し
て
き
た
。
確

か
に
、
一
八
一
五
年
に
は
地
主
は
穀
物
法
擁
護
で
一
致
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
一
五
年
穀
物
法
の
効
力
が
あ
っ
た
一
八
二

O
i
二
四
年
に
か

け
て
、
外
国
穀
物
輸
入
が
事
実
上
停
止
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
不
況
が
最
も
厳
し
く
、
小
麦
価
格
が
一
ク
オ
ー
ダ
ー
三
八
シ
リ
シ
グ

(
6
)
 

に
ま
で
低
落
し
た
と
い
う
事
実
は
、
低
穀
価
の
原
因
を
、
一
八
一
九
年
ピ

!
ル
条
例
に
帰
せ
る
か
と
う
か
は
別
と
し
て
も
、
穀
物
法
に
よ
る
保
護
が

不
足
し
て
い
る
点
に
求
め
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
農

業
不
況
に
対
す
る
地
主
の
側
で
の
対
応
は

l
i
s
-
フ
ェ
リ
ー
の
い
う
よ

う
に
一
八
一
九

l
二
六
年
に
か
け
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
穀
物
の
過
剰

(7) 

が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
自
ら
穀
物
法
廃
止
を
い
わ
な
い
ま
で
も
1
1
、

ジ
ョ
ッ
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

穀
物
法
維
持
と
は
別
に
、
他
の
救
済
策
(
例
え
ば
そ
れ
は
、
減
税
で
あ

り
、
一
九
年
ピ

l
ル
条
例
廃
止
で
あ
っ
た
)
の
要
求
実
現
に
向
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
低
穀
悩
へ
の
適
応
を
可
能
に
す
る
農
業
改
良
に
も
及
ん
だ
と

想
像
さ
れ
る
。
そ
の
改
良
は
生
産
費
用
の
節
減
を
日
さ
す
も
の
で
あ
っ
た

(8) 

ろ
う
が
、
費
用
節
減
は
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
資
本
投
下
増
大
に
よ
る
高

産
出
の
実
現
と
は
|
|
需
要
の
拡
大
と
低
穀
価
へ
の
適
応
が
困
難
な
経
蛍

の
没
落
と
を
前
提
に
す
れ
ば

|
1、
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

低
穀
価
へ
の
適
応
の
た
め
の
改
良
は
ハ
イ
・
フ
ァ

l
ミ
ン
グ
に
つ
な
が
り

、っ，ス
V

。
し
た
が
っ
て
、
一
五
年
穀
物
法
以
降
の
農
業
不
況
期
に
お
け
る
(
す
な

わ
ち
、
産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
)
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
あ
り
方
を
め

ぐ
る
地
主
の
側
で
の
対
応
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
五
年
穀
物
法
に

つ
い
て
の
マ
ル
サ
ス
の
見
解
か
ら
の
発
展
・
ま
た
離
脱
を
も
考
慮
に
入
れ

て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
が
示
し
た
ル

l
ク
の
経
済

思
想
が
照
ら
し
だ
す
地
主
の
姿
が
、
穀
物
法
廃
止
後
の
地
主
の
社
会
的
地

位
を
描
き
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
が
「
ロ
ー
ダ

l
一
ア
ー
ル
に
ち
け
る

経
済
と
政
治
」
で
示
し
た
ロ

l
ダ
!
日
ア

l
ル
の
経
済
思
想

i
!被
は
結

局
、
ル

l
ク
が
も
は
や
完
全
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
と
し
た
、
一
七
六

五
年
の
(
産
業
革
命
以
前
の
)
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
と
い
う
夢
を
追
つ
た
め

で
あ
っ
た
|
|
の
対
極
と
し
て
、
ル

l
ク
の
そ
れ
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

マ
ル
サ
ス
が
い
か
な
る
意
味
で
地
主
の
イ
デ
オ
ロ

1
グ
た
り
え
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
際
、
ロ
ー
ダ

l
デ
i
ル
よ
ル
!
ク
と
は
そ
の

一
九
九



ジ
ョ
ン
・
ル

l
ク
と
「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス

二
O
O

た
め
の
、
少
く
と
も
判
断
基
準
の
役
割
を
呆
し
う
る
と
考
え
る
。
そ
し
て

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、
ル

l
ク
の
穀
物
法
批
判
論
は
、
白
由
貿
易
政
策
の

非
リ
カ

i
ド
ウ
的
な
経
済
思
想
的
源
流
で
も
あ
り
う
る

Q
R
-
L
・
ミ

l

ク
の
い
っ
た
り
カ

i
ド
ウ
経
済
学
の
衰
退
は
、
白
由
貿
易
政
策
の
実
婚
を

妨
げ
は
し
な
か
っ
た
し
、
自
由
貿
易
理
論
の
普
及
を
め
ざ
し
て
設
立
さ

れ
た
(
そ
し
て
、
リ
カ

l
ド
ウ
自
身
が
設
立
者
の
一
人
で
あ
っ
た
〉
経
済

学
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
「
は
や
く
も
一
八
三
一
年
に
:
:
:
、
地
主
の
利
害

が
事
実
上
他
の
社
会
的
諸
階
級
の
利
害
と
矛
盾
し
な
い
と
い
う
点
で
意
見

(9) 

の
一
致
を
み
た
」
の
で
あ
っ
た
。

(

l

)

一
八
四
八
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
金
数
発
見
も
、
ル

i
p
の
予
想
し
た

よ
う
な
、
一

F
ォ
l
タ

l
一二

0
シ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
小
麦
価
格
の
上
昇
(
ぇ
・

@
L玄
室
町
、
ド
司
・

M
H
C
)

を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。

(

2

)

門
町
・
』
(
い
白
円
三
句

hN.1
同
号
室
町
ミ
h
-
N
口
弘
主
-

H
∞
品

P
H
Y

白・

ハ
3
)

ロ同
-
U
『
・
の
宮
内
晶
、
同
a
h
q
ω
b
h
h
、町内ミロミ、ぬな拍

H
h
h
m
v
l
h
H
・
2

2

2
・円ロ・

ハ
4
〉
開
・

F
・
し
す
回
o
p
b
hミ
S
ロ塁、偽
W

Q

芯
弘
同
空
片
足
位
、
h
a
N

河内宮内見ミ同町。
w
r

唱
-

M
申
由
・

(
5
〉
』

-u-nrh凶
E
C
o
g
h
r
Q
-

開
・
玄
四
国
間
由
一
子
。
』
?
ミ
H
J

司・

3
J
F
H
∞H-

(

6

)

最
高
時
に
は
一
一
立
二
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

(

7

)

印
・
町
包
ユ
日
0
・同，
F
o
Z
E
2
0
0
回忌
lmuo
口E
C
w

。
。
同
国
戸
川
H
d
q
H
o
n
。口
ωナ

巳
O】
Z
W【

y

。ky
町
民

H
J
H
)

町
四
回
・

ハ
8
)

』・ロ・

(
U
F
m
w
s
t
o
g
h
v
o

開
ぜ
向
山
口
問
mwMJ

。、・

2
H
J

司
-
H
M
U
l
H
ω
「

ハ
9
〉
ミ
l
p
『
イ
ギ
リ
ス
古
典
経
済
学
』
ハ
吉
田
訳
、
一
九
五
六
年
)
、
四
三
ベ

i
ジ
。
ま
た
藤
塚
知
義
、
前
掲
書
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
参
照
。




